
声
明
譜
に
お
け
る
発
音
注
記
の
「
中
音
」
に
つ
い
て

浅
田
健
太
朗

は
じ
め
に

　
声
明
譜
に
は
多
く
の
注
記
や
補
助
記
号
が
使
用
さ
れ
る
。
そ

れ
ら
は
主
に
唱
詠
に
関
す
る
様
々
な
デ
ィ
テ
ー
ル
を
指
示
す
る

も
の
だ
が
、
中
に
は
言
語
と
密
接
に
関
連
し
た
注
記
や
補
助
記

号
も
存
在
す
る
。
筆
者
は
先
に
、
声
明
譜
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る

「
火
」
「
半
音
」
と
い
う
補
助
記
号
を
取
り
上
げ
、
そ
の
機
能
や

源
流
を
論
じ
た
（
浅
田
（
一
九
九
九
）
（
二
〇
〇
二
）
）
。
本
稿
で

は
「
中
音
」
と
い
う
発
音
注
記
に
つ
い
て
、
声
明
譜
に
観
察
さ
れ

る
実
態
を
主
に
日
本
語
学
的
観
点
か
ら
検
討
し
、
そ
の
指
示
内

容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
論
じ
て
み
た
い
。

　
さ
て
、
声
明
譜
に
見
ら
れ
る
「
中
音
」
に
つ
い
て
、
金
田
一
（
一

九
六
一
）
は
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

一
行
目
の
「
道
」
の
字
の
と
こ
ろ
に
、
「
タ
ト
ノ
中
音
」
と
い

う
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
岩
原
師
に
よ
る
と
、
ダ
と
も
つ
か

ず
ド
と
も
つ
か
ず
、
そ
の
中
間
の
音
を
出
せ
と
い
う
注
記
だ

と
教
え
ら
れ
て
来
た
そ
う
で
あ
る
。
国
語
史
で
や
か
ま
し
い
、

い
わ
ゆ
る
開
合
の
発
音
の
指
定
で
あ
る
。
た
だ
し
、
岩
原
師
の

先
生
格
で
あ
っ
た
人
、
真
鍋
戒
善
師
は
、
そ
う
い
う
口
伝
を
教

え
た
だ
け
で
、
本
人
の
口
構
え
は
、
必
ず
し
も
そ
う
な
っ
て
い

な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
口
構
え
は
、
今
は
亡
び
て
口
伝

だ
け
が
残
っ
た
ら
し
い
。
（
金
田
一
（
一
九
六
一
）
、
7
頁
）

　
ま
た
、
奥
村
（
一
九
七
二
）

触
れ
て
い
る
。

で
は
、
次
の
よ
う
に
「
中
音
」

に

前
記
オ
段
長
音
に
関
す
る
開
合
の
説
は
、
主
と
し
て
、
例
の
ロ

ド
リ
ゲ
久
文
典
の
記
述
に
よ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
下

記
の
如
き
も
、
伝
承
音
資
料
に
お
け
る
開
合
の
口
伝
と
し
て
、

注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
真
言
宗
声
明
の
テ
キ
ス
ト
『
魚
山

私
　
（
蔓
芥
集
）
』
諸
本
で
は
、
㎝
出
自
の
字
音
に
限
り
、
「
方

ハ
ホ
ノ
中
音
」
「
当
タ
ト
ノ
中
音
」
の
如
き
注
記
が
存
す
る
。
近
世
版
の

中
に
は
、
「
道
タ
ト
ノ
中
音
タ
ト
取
付
キ
テ
ァ
ノ
響
キ
ニ
テ
ス
ベ
シ
」
と
い
う
様

な
詳
し
い
注
記
も
、
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
中

略
）
も
っ
と
も
、
岩
原
諦
信
師
・
金
田
元
成
師
な
ど
に
よ
れ
ば
、
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現
在
の
真
言
宗
声
明
の
場
合
、
「
ア
と
オ
の
中
間
音
」
と
い
う

口
伝
が
伝
わ
る
の
み
で
、
そ
の
具
体
的
な
発
音
は
、
全
く
知
る

由
が
な
い
と
言
う
。
ま
た
、
さ
き
の
口
伝
の
意
味
す
る
所
が
、

寄
／
α
〕
の
如
き
対
立
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
、
い
つ

頃
の
音
韻
状
態
を
伝
え
る
か
と
い
う
事
は
、
難
し
い
問
題
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
。
（
奥
村
（
一
九
七
二
）
、
O
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
は
、
奥
村
の
場
合
疑
義
を
さ
し
挟
ん

で
い
る
も
の
の
、
こ
の
注
記
が
オ
段
長
音
の
う
ち
開
音
の
音
価

推
定
の
材
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
開

音
の
音
価
は
［
Ω
］
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合
「
中

音
」
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
本
稿
で
は

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
に
、
改
め
て
広
く
声
明
譜
を
探
索

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
中
音
」
注
記
の
資
料
性
を
確
認
し
、
そ
の

上
で
「
中
音
」
に
よ
る
開
音
の
音
価
推
定
を
再
考
す
る
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
「
中
音
」
の
他
に
、
そ
の
略
称
と
し
て
の
「
中
」

と
い
う
記
号
も
同
時
に
取
り
上
げ
る
。
た
だ
し
、
声
明
譜
に
観
察

さ
れ
る
次
の
「
中
」
は
除
外
す
る
。

段
」
「
下
段
」
に
対
す
る
「
中
段
」
の
略
（
注
四
）
な
ど
）

声
明
譜
に
お
け
る
「
中
音
」
「
中
」

　
声
明
譜
に
お
い
て
、
「
中
音
」
お
よ
び
そ
の
略
称
と
し
て
の

「
中
」
に
は
様
々
な
種
類
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
注
記
に
関
係
し
て
、

蒲
生
（
一
九
九
二
）
は
声
明
も
含
め
た
日
本
伝
統
音
楽
に
お
け
る

「
中
」
の
概
念
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
伝
統

音
楽
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
「
中
」
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
見

ら
れ
る
と
言
う
。

一
　
鼎
立
関
係
に
あ
る
「
中
」

　
1
大
中
小
－
中
曲
1

　
2
上
中
下
－
中
・
中
音
一

　
3
平
中
大
－
中
ノ
リ
ー

二
　
ひ
と
り
歩
き
し
た
「
中
」
i
中
音
i

三
　
半
ば
、
不
完
全
の
意
味
の
「
中
」

四
　
そ
の
ほ
か
の
「
中
」

一30一

・
返
点
の
「
中
」

・
階
名
と
し
て
の
「
中
」
（
注
一
）

・
「
ア
タ
ル
」
の
意
の
「
中
」
（
注
二
）

・
「
中
曲
」
と
そ
の
略
称
と
し
て
の
「
中
」
（
注
、
一
）

・
専
門
用
語
で
は
な
い
「
中
」
（
例
え
ば
「
仮
名
ノ
中
程
二
」

な
ど
と
い
う
場
合
の
注
記
に
見
ら
れ
る
も
の
や
、
「
初
（
上
）

　
こ
の
う
ち
声
明
に
関
連
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
コ
　
　
鼎
立

関
係
に
あ
る
「
中
」
」
の
「
2
上
中
下
一
中
・
中
音
1
」
で
上
曲

（
呂
）
・
下
曲
（
律
）
に
対
す
る
「
中
」
（
注
五
）
が
、
「
二
　
ひ
と
り

歩
き
し
た
「
中
」
」
で
講
式
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
「
中
音
」
が

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
参
考
に
、
声
明
譜
に
現
れ

る
「
中
」
を
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。



A
　
範
列
関
係
に
あ
る
「
中
音
」
「
中
」

　
A
1
1
　
曲
節
名
と
し
て
の
「
中
音
」
「
中
」
目
講
式
な
ど
に
お

　
　
　
　
　
け
る
曲
節
の
一

　
A
1
2
　
拍
子
名
と
し
て
の
「
中
音
」
一
拍
子
の
種
類
の
一

　
A
1
3
　
音
域
名
と
し
て
の
「
中
」
「
中
音
」
目
音
域
の
一

B
　
範
列
関
係
に
な
い
「
中
音
」
「
中
」

　
B
1
1
　
発
音
注
記
と
し
て
の
「
中
音
」
「
中
」

　
右
の
分
類
に
お
い
て
、
A
は
同
種
の
記
号
群
の
中
の
一
つ
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
、
B
は
そ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
他
の

記
号
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
分
類
に
基
づ
き
、
管
見
に
及
ん

　
　
　
　
ク

だ
声
明
譜
8
点
く
声
明
集
5
2
点
、
讃
4
6
点
、
漢
語
声
明
譜
3
1
点
、

　
　
　
　
ユ

伽
陀
2
4
点
、
講
式
・
讃
嘆
・
祭
文
・
教
化
3
4
点
）
に
つ
い
て
調
査

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
2
5
点
の
資
料
に
「
中
音
」
「
中
」
が

見
出
さ
れ
た
。
以
下
、
項
目
ご
と
に
説
明
を
施
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
指
示
内
容
を
詳
し
く
追
究
す
る
こ
と
は
控
え
、
概
略
の
み
記

す
。A

1
1
　
曲
節
名
と
し
て
の
「
中
音
」
「
中
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
講
式
な
ど
に
お
け
る
曲
節
の
一

　
既
に
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
講
式
に
お
い
て
は
「
初
重
」
「
二

重
」
「
下
音
」
「
沓
」
な
ど
と
も
に
、
曲
節
を
指
示
す
る
記
号
と
し

て
「
中
音
」
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
「
中
音
」
は
本
文
の
脇
に
配

置
さ
れ
、
講
式
の
詞
章
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
曲
節
を
指
定
す

る
。
講
式
の
他
、
表
白
で
の
使
用
例
が
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽

史
研
究
所
蔵
『
修
正
大
導
師
作
法
』
に
見
ら
れ
る
。
調
査
資
料
中

13
_
の
資
料
で
使
用
（
注
六
）
。
調
査
資
料
中
で
は
、
室
町
時
代
中
期

以
降
の
譜
本
で
見
ら
れ
る
。

A
1
2
　
拍
子
名
と
し
て
の
「
中
音
」
一
拍
子
の
種
類
の
一

　
こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
「
中
音
」
は
「
本
曲
」
「
四
分
全
」
「
切
音
」

と
い
っ
た
用
語
群
の
一
つ
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
江
戸

時
代
後
期
の
刊
と
推
定
さ
れ
る
天
台
宗
系
統
の
声
明
譜
『
〔
魚
山

六
巻
帖
〕
』
（
私
蔵
）
を
見
る
と
、
九
方
便
の
「
開
」
と
い
う
字
の

左
側
に
「
中
音
ニ
ハ
角
へ
上
テ
ヲ
ル
」
、
右
側
に
「
切
音
ニ
ハ
抑

ユ
ル
ヨ
ウ
ニ
シ
テ
上
ル
」
と
あ
り
（
図
1
）
、
「
中
音
」
の
場
合
と

「
切
音
」
の
場
合
と
で
旋
律
を
異
に
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
中
音
」
「
切
音
」
は
拍
子
に
関
す
る
用
語
で
あ
り
、
『
魚
山

六
巻
帖
』
（
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
刊
、
天
台
宗
典
編
纂
所

『
績
天
台
宗
全
書
　
法
儀
1
　
聲
明
表
白
類
聚
』
（
春
秋
社
、
一

九
九
六
）
所
収
）
の
九
方
便
に
も
見
ら
れ
る
。
図
2
（
注
七
）
に
見

ら
れ
る
朱
書
入
（
実
光
院
静
洞
（
一
八
五
八
－
一
九
二
一
）
に
よ

図
1
私
蔵
『
〔
魚
山
六
巻
帖
〕
』
書
入

牽
竜
汽
亀
£
汐
図
2
『
続
天
台
宗
全
書
』
所
収
『
魚
山
六
巻
帖
』
書
入

欝　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
む

　
　
　
　
ヒ
タ
　
の
ン
　

．
轡
饗
擢
怖
雌
裸
、
藩
．
臓

　
象
讐
睾
受
膨
　
　
　
　
　
一
　
　
墾
と
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
’
、
　
　
　
レ

　
葉
　
　
　
　
　
ン
醸
彫
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る
も
の
）
で
は
、
九
方
便
の
冒
頭
で
、
「
本
曲
」
「
四
分
全
」
「
切

音
」
と
と
も
に
「
中
音
」
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拍
子
が

解
説
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
真
言
宗
の
印
刷
声
明
集
で
あ
る
『
魚
山

螢
芥
集
』
（
魚
山
私
紗
）
に
も
、
同
種
の
「
中
音
」
の
書
入
か
と

見
え
る
も
の
が
あ
る
。
調
査
資
料
中
4
点
の
資
料
で
使
用
（
注
八
）
。

調
査
資
料
で
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
声
明
譜
に
見
ら
れ
る
。

A
1
3
　
音
域
名
と
し
て
の
「
中
」
「
中
音
」
日
音
域
の
一

　
こ
こ
に
分
類
し
た
も
の
は
相
応
院
流
の
譜
に
見
え
る
も
の
だ

が
、
内
容
の
よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
ま
ず
仁
和
寺
蔵

『
理
趣
経
』
（
鎌
倉
時
代
中
期
刊
、
真
言
宗
）
の
弘
長
四
年
（
一

二
六
四
）
年
書
入
に
、
「
中
」
が
「
上
」
「
下
」
と
と
も
に
多
く
見

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
共
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
節
博
士
の
脇
に

付
さ
れ
て
お
り
、
形
式
と
し
て
は
注
一
で
触
れ
た
階
名
と
し
て

の
「
中
」
に
近
い
が
、
「
上
」
「
中
」
「
下
」
だ
け
で
構
成
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
。
こ
の
「
上
」
「
中
」
「
下
」
の
選
択
と
、

節
博
士
の
形
と
は
関
連
性
が
あ
る
よ
う
で
、
例
え
ば
「
中
」
と
付

さ
れ
て
い
る
節
博
士
は
同
じ
形
を
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ま

た
節
博
士
の
出
音
位
（
出
発
点
）
と
の
関
連
性
も
あ
る
よ
う
で
あ

る
が
、
例
外
も
多
く
見
ら
れ
る
。

　
次
に
仁
和
寺
蔵
『
法
則
集
』
（
応
安
六
年
～
七
年
（
二
二
七
三

～
二
二
七
四
）
写
、
真
言
宗
）
の
「
五
悔
」
曲
中
の
「
金
」
字
に

も
「
中
音
也
」
と
い
う
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
同
書

「
九
方
便
」
曲
中
の
「
方
」
字
に
は
「
上
音
」
と
い
う
注
記
が
為

さ
れ
、
あ
る
い
は
同
類
の
記
号
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
明
徳
五
年
（
二
一
五
四
）
写
の
東
寺
観
智
院
蔵
『
法
則
集

上
下
』
（
第
六
七
函
二
号
、
真
言
宗
）
に
も
、
「
上
」
「
下
」
と
と

も
に
「
中
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
で
も
「
九
方
便
」

に
お
い
て
「
上
」
「
下
」
「
中
」
の
ど
れ
が
選
ば
れ
る
か
は
、
節
博

士
、
す
な
わ
ち
音
高
と
関
連
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
「
中
音
」
「
中
」
の
詳
細
は
不
明
な
が
ら
も
、
節
博

士
と
の
関
連
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
音
高
と
密
接
に
関
係

し
た
内
容
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
仮

に
音
域
を
示
す
も
の
と
見
て
お
く
。
調
査
資
料
中
、
右
記
3
点
の

資
料
で
使
用
。
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
室
町
時
代
初
期
の
真
言
宗

相
応
院
流
の
系
統
に
あ
る
声
明
譜
に
見
ら
れ
る
。

B
1
1
　
発
音
注
記
と
し
て
の
「
中
音
」
「
中
」

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
「
中
音
」
は
複
数
の
選
択
肢
の
中
か
ら
、

そ
の
一
を
選
ぶ
と
い
う
特
徴
を
持
つ
注
記
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
声
明
譜
に
見
ら
れ
る
「
中
音
」
の
中
に
は
、
範
列
的
な
関

係
に
あ
る
他
の
用
語
が
存
在
し
な
い
も
の
も
見
ら
れ
る
。
こ
の

種
類
の
注
記
の
特
徴
は
、
例
え
ば
「
タ
ト
ノ
中
音
」
と
い
う
よ
う

に
「
○
○
ノ
中
音
」
と
い
う
形
を
取
る
こ
と
、
一
点
の
例
外
を
除

い
て
真
言
宗
南
山
進
流
の
声
明
集
で
あ
る
『
魚
山
蔓
芥
集
』
（
注
九
）

だ
け
に
現
わ
れ
る
こ
と
、
節
博
士
や
詞
章
の
一
部
で
な
く
漢
字

一
字
に
対
し
て
付
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
調
査
資
料
中
7
点
の

資
料
で
使
用
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
次
節
に
譲
る
。
室
町
時
代
後
期

以
降
の
真
言
宗
南
山
進
流
の
系
統
に
あ
る
声
明
譜
に
見
え
る
。
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以
上
、
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
表
1
の
よ
う
に
な
る
（
注

一
〇
）
o

　
表
1
か
ら
は
概
ね
次
の
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
「
中
音
」
と

い
う
用
語
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
そ
の
使
用
が
真
言
宗
・
天

台
宗
に
亘
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類

の
「
中
音
」
が
使
用
さ
れ
る
時
期
も
多
様
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を

持
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
浅
田
（
二
〇
〇
二
）
で
考
察
し
た
「
半

音
」
が
真
言
宗
で
の
み
使
用
さ
れ
、
少
な
く
と
も
声
明
譜
に
お
け

る
指
示
内
容
が
固
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

節
以
降
、
「
B
1
1
　
発
音
注
記
と
し
て
の
「
中
音
」
「
中
」
」

焦
点
を
絞
り
、
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
。

表
1
　
「
中
音
」
の
使
用
範
囲

1こ次

鎌
倉

南
北
朝

室
町

江
戸

近
代
以
降

宗
派

A
1
1
曲
節
名

真
言
・
天
台

A
1
2
拍
子
名

真
言
・
天
台

A
1
3
音
域
名

真
言

B
－
－
発
音
注
記

真
言

二
　
『
魚
山
蚕
芥
集
』
諸
本
に
お
け
る
「
中
音
」
の
異
同

　
『
魚
山
螢
芥
集
』
に
見
え
る
発
音
注
記
と
し
て
の
「
中
音
」
の

指
示
内
容
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
ま
ず
『
魚
山
螢
芥
集
』
諸
本

に
お
け
る
異
同
を
確
認
す
る
。

　
『
魚
山
蔓
芥
集
』
は
真
言
宗
南
山
進
流
で
現
在
も
使
用
さ
れ
る

声
明
曲
を
類
聚
し
た
譜
集
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
盛
ん
に
刊
行

さ
れ
た
。
中
川
（
一
九
六
五
）
に
よ
っ
て
、
こ
の
書
の
概
略
に
簡

単
に
触
れ
て
お
く
。
ま
ず
、
現
在
所
在
不
明
と
な
っ
た
金
剛
福
寺

旧
蔵
の
一
本
に
、
「
文
保
二
年
八
月
一
目
　
普
一
」
と
い
う
本
奥

書
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
本
は
後
世
の
本
よ
う
に
詳
細
な
注
な

ど
が
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
節
博
士
の
み
で
構
成
さ
れ

て
い
た
と
言
う
。
詳
細
な
注
が
付
さ
れ
る
形
式
の
も
の
は
、
長
恵

（一

l
五
八
－
一
五
二
四
）
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
本
に
始
ま
る
。

最
恵
は
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
に
二
巻
本
の
『
魚
山
螢
芥
集
』

を
（
高
野
山
桜
池
院
蔵
秀
円
書
写
本
の
本
奥
書
に
よ
る
）
、
さ
ら

に
永
正
十
一
年
・
十
四
年
（
一
五
一
四
二
五
一
七
）
に
三
巻
本

を
『
魚
山
私
紗
（
内
題
）
』
と
題
し
て
編
ん
で
い
る
（
後
述
朝
意

本
の
本
奥
書
に
よ
る
）
。
長
恵
の
永
正
再
治
本
の
方
は
、
長
恵
の

孫
弟
で
あ
る
木
食
順
良
房
朝
意
（
一
五
一
八
－
一
五
九
九
）
が
永

禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
に
書
写
、
補
訂
し
た
（
な
お
、
朝
意
は

度
々
永
正
再
治
本
を
書
写
し
て
い
る
）
。
長
恵
の
永
正
再
治
本
の

転
写
と
見
ら
れ
る
本
は
他
に
も
、
天
文
四
年
写
の
高
野
山
大
学

図
書
館
蔵
本
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
朝
意
書
写
本
を
原
本
と
し
て
、

江
戸
時
代
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
開
版
さ
れ
た
も
の
が
初
め

て
の
刊
行
で
あ
り
、
以
降
様
々
な
改
訂
が
為
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
基
本
的
に
は
正
保
版
に
従
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
『
魚
山
盛
芥

集
』
諸
本
は
、
概
略
次
の
よ
う
な
系
譜
関
係
に
あ
る
と
捉
え
ら
れ

る
。
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長
恵
明
応
本
一
秀
円
書
写
本

長
棄
正
本
一
転
驚
生
保
賢
降
の
江
戸
期
版
本

　
『
魚
山
螢
芥
集
』
に
は
「
時
代
を
異
に
す
る
伝
承
が
入
り
湿
れ

て
お
り
、
直
ち
に
当
代
の
資
料
と
は
な
し
難
い
」
（
豊
島
（
一
九

　
　
　
　

八
四
）
1
4
頁
）
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
成
立
事
情

を
鑑
み
る
に
、
『
魚
山
蚕
芥
集
』
の
節
博
士
や
注
記
の
加
点
者
と

し
て
、
長
恵
あ
る
い
は
朝
意
を
想
定
で
き
る
。
こ
こ
で
問
題
に
す

る
発
音
注
記
の
「
中
音
」
に
関
し
て
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
中

音
」
が
使
用
さ
れ
始
め
た
の
は
最
恵
明
応
本
あ
る
い
は
長
恵
永

正
本
の
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
と
見
て
大
き
な
誤
り

は
な
い
か
と
推
定
す
る
。

　
さ
て
、
本
稿
で
は
室
町
時
代
の
写
本
と
し
て
学
習
院
大
学
蔵

の
『
魚
山
蔓
芥
集
』
と
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
『
魚
山
螢
芥
集
』

を
用
い
る
。
両
本
は
先
の
系
譜
関
係
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ

表
2
　
天
文
本
・
朝
意
本
・
学
習
院
大
学
本
・
国
会
図
書
館
本
の
比
較

る
の
だ
ろ
う
か
。
両
本
は
い
ず
れ
も
欠
損
部
分
が
あ
り
、
学
習
院

大
学
本
は
上
中
巻
（
法
用
、
供
養
法
の
部
分
）
の
み
、
国
会
図
書

館
本
は
下
巻
（
讃
の
部
分
）
の
み
現
存
し
て
い
る
。
学
習
院
大
学

本
は
三
巻
本
で
あ
り
、
首
題
に
「
魚
山
私
紗
」
と
あ
る
の
で
、
長

恵
永
正
本
の
系
統
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
の
国
会
図

書
館
本
も
、
首
題
等
は
な
い
が
異
同
関
係
か
ら
同
様
に
長
恵
永

正
本
の
系
統
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。
今
、
中
川
（
一
九
六
五
）

で
指
摘
さ
れ
た
天
文
本
、
朝
意
本
の
特
徴
を
一
部
拾
っ
て
学
習

院
大
学
本
、
国
会
図
書
館
本
と
対
比
さ
せ
、
表
2
に
ま
と
め
て
み

る
。　

表
2
に
よ
れ
ば
、
学
習
院
大
学
本
は
天
文
本
と
朝
意
本
の
双

方
の
特
徴
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
単
純
に
一
方
を
書
写
し
た
（
あ

る
い
は
一
方
の
底
本
と
さ
れ
た
）
と
い
う
関
係
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
恐
ら
く
天
文
本
と
同
じ
頃
（
十
六
世
紀
中
頃
）
に
長
恵
永

正
本
を
転
写
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
国
会
図
書
館
本
は
、

比
較
で
き
る
部
分
が
少
な
い
も
の
の
、
朝
意
本
と
一
致
す
る
特

一34一

首
題

三
礼
「
隆
然
」
の
声
点

三
礼
「
如
来
妙
色
身
」
の
注
「
三
」
ト
ハ
ネ
　
　
：
・
」

散
華
の
注

梵
音
の
注
「
勝
宝
ノ
末
ノ
…
」

三
条
錫
杖
「
以
清
浄
心
」
の
「
清
」
の
末
の
節
博
士

対
揚
「
伝
法
潅
頂
二
…
」
の
被
注
部
分

唱
礼
の
題

五
悔
「
無
始
輪
廻
」
句
の
「
始
」
字
へ
の
注
「
反
宮
ノ
…
」

五
悔
勧
請
「
四
方
」
の
西
」
字
へ
の
注
「
古
云
…
」

不
動
讃
の
注
二
此
讃
ヲ
…
」

心
略
漢
語
「
碍
」
字
へ
の
注

天
文
本

魚
山
私
紗

な
し

な
し

次
第
散
花
ノ
時
用
心

な
し

宮

「
当
所
権
現
」

金
剛
界

あ
り

な
し

あ
り

律
由
呂
不
由

朝
意
本

魚
山
私
紗

あ
り

あ
り

次
第
散
花
ノ
時
ノ
用

あ
り

商

「
弘
法
大
師
」

五
悔

な
し

あ
り

あ
り

律
ハ
ユ
ラ
ス
呂
ハ
ユ
ル

学
習
院
大
学
本

魚
山
私
紗

な
し

な
し

次
第
散
華
ノ
時
用
心

あ
り

商

注
な
し

五
悔

あ
り

あ
り

欠

欠

国
会
図
書
館
本

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

あ
り

　
ユ
ラ
ス
呂
由
ア
リ



徴
が
あ
る
こ
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
朝
意
本
を
直
接
参
照
し
た

正
保
版
と
重
な
る
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
十
六
世
紀
末
頃
に

朝
意
本
を
転
写
し
た
も
の
と
考
え
て
お
く
。

　
次
に
刊
本
に
関
し
て
は
『
密
教
大
辞
典
』
（
法
蔵
館
、
一
九
七

〇
）
の
「
魚
山
蔓
芥
集
」
の
項
と
中
川
（
一
九
六
五
）
を
参
考
に

若
干
の
説
明
を
加
え
る
。
先
に
説
明
し
た
室
町
時
代
の
写
本
の

書
誌
と
と
も
に
示
す
。

A
学
習
院
大
学
本

　
奥
書
な
し
。
法
用
、
供
養
法
の
部
分
（
三
巻
本
に
お
け
る
上
巻

　
と
、
中
巻
の
う
ち
理
趣
経
を
除
い
た
部
分
）
の
み
現
存
。
学
習

　
院
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
室
蔵
。
十
六
世
紀
中
頃
に
長

　
恵
永
正
本
を
書
写
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

B
国
会
図
書
館
本

　
奥
書
な
し
。
讃
の
部
分
（
三
巻
本
に
お
け
る
下
巻
）
の
み
現
存
。

　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。
十
六
世
紀
末
頃
に
朝
意
本
を
転
写
し

　
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

C
正
保
版

　
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
三
月
刊
。
朝
意
本
を
原
本
に
し
て
開

　
板
さ
れ
た
も
の
。
刊
行
以
来
、
後
の
諸
刊
本
の
原
型
と
な
る
。

　
国
会
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

D
正
徳
版

　
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
十
二
月
刊
。
智
山
上
座
の
尊
弁
房
鏡

　
寛
が
貞
享
版
を
底
本
に
改
訂
し
た
も
の
。
島
根
大
学
蔵
本
に

　
よ
る
。

E
寛
保
版

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
七
月
刊
。
正
保
版
を
底
本
と
し
、
長

　
恵
の
本
と
伝
承
の
古
記
に
よ
っ
て
校
訂
を
重
ね
た
も
の
。
島

　
根
大
学
蔵
本
に
よ
る
。

F
明
治
版

　
『
南
山
進
流
明
治
改
正
魚
山
螢
芥
集
』
。
明
治
二
十
五
年
（
一

　
八
九
二
）
四
月
刊
。
葦
原
寂
照
が
寛
保
版
を
底
本
に
改
訂
刊
行

　
し
た
も
の
。
島
根
大
学
蔵
本
に
よ
る
。

G
昭
和
版

　
『
南
山
進
流
声
明
類
聚
付
伽
陀
』
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

　
九
月
刊
。
宮
野
宥
智
が
葦
原
寂
照
の
明
治
改
訂
版
を
底
本
に

　
補
訂
し
た
も
の
。
私
蔵
本
に
よ
る
。

　
以
上
の
譜
本
の
関
係
は
次
の
通
り
に
な
る

る
も
の
を
四
角
で
囲
む
）
。

長
恵
永
正
本

学
習
院
大
学
本

国
会
図
書
館
本

（
本
稿
で
使
用
す

正
保
版

（
南
山
進
流
）
寛
保
版

明
治
版

昭
和
版

－
（
智
山
派
）
天
和
版
－
貞
享
版

正
徳
版
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さ
て
、
諸
本
に
お
け
る
「
○
○
ノ
中
音
」
の
出
現
状
況
を
表
3

に
示
す
（
表
中
の
「
○
」
は
注
記
の
あ
る
こ
と
、
「
△
」
は
変
更

の
あ
る
も
の
（
注
二
）
、
空
欄
は
注
記
の
な
い
こ
と
を
示
す
。
ま
た

該
当
部
分
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
「
欠
」
と
す
る
。
出
現

順
に
掲
載
。
）
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ほ
ぼ
全
て
の
用
例
が
「
《
ア
列

音
》
《
オ
列
音
》
の
中
音
」
と
い
う
型
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
た
だ
し
、
一
例
の
み
、
こ
れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
例
（
「
ウ

ヲ
の
中
音
」
）
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
こ
の
中
で
室
町
時
代
の
写
本
と
見
ら
れ
る
国
会
図
書

館
本
と
学
習
院
大
学
本
を
、
刊
本
中
刊
行
が
も
っ
と
も
古
い
正

表
3
　
魚
山
壷
芥
集
諸
本
に
お
け
る
「
中
音
」
出
現
状
況

保
版
と
比
較
し
て
み
る
。
先
述
の
通
り
、
国
会
図
書
館
本
は
讃
の

部
分
（
三
巻
本
に
お
け
る
下
巻
）
の
み
、
学
習
院
大
学
本
は
法
用

と
供
養
法
の
部
分
（
三
巻
本
に
お
け
る
上
巻
と
、
中
巻
の
う
ち
理

趣
経
を
除
い
た
部
分
）
の
み
が
現
存
し
て
い
る
。
存
す
る
部
分
に

つ
い
て
見
て
み
る
と
、
国
会
図
書
館
本
は
正
保
版
と
の
異
同
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
逆
に
学
習
院
大
学
本
は
正
保
版
と
異
な
る
部

分
が
多
い
。
よ
っ
て
「
中
音
」
注
記
の
異
同
か
ら
見
て
も
、
国
会

図
書
館
本
は
正
保
版
が
直
接
参
照
し
た
朝
意
本
と
近
い
関
係
に

あ
り
、
学
習
院
大
学
本
は
相
対
的
に
朝
意
本
と
の
関
係
性
が
薄

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

漢
字

注
記

曲
名
（
漢
字
音
の
種
類
）

A
学
習
院
大
学
本

B
国
会
図
書
館
本

C
正
保
版

D
正
徳
版

E
寛
保
版

F
明
治
版

G
昭
和
版

當

タ
ト
ノ
中
音

三
礼
（
呉
音
）

○

欠

道

タ
ト
ノ
中
音

散
華
（
呉
音
）

○

欠

○

O

○

○

道

タ
ト
ノ
中
音

散
華
（
呉
音
）

○

欠

○

○

○

○

○

王

ヲ
ワ
ノ
中
音

散
華
（
呉
音
）

O

欠

方

ハ
ホ
ノ
中
音

梵
音
（
呉
音
）

○

欠

○

○

○

○

○

當

タ
ト
ノ
中
音

三
條
錫
杖
（
呉
音
）

欠

○

○

○

○

○

放

ハ
ホ
ノ
中
音

九
條
錫
杖
（
呉
音
）

欠

○

○

○

○

○

魍

マ
モ
ノ
中
音

九
條
錫
杖
（
呉
音
）

欠

○

○

○

○

○

方

ハ
ホ
ノ
中
音

封
揚
（
呉
音
）

O

欠

○

○

○

○

○

當

タ
ト
ノ
中
音

封
揚
（
呉
音
）

欠

○

○

○

○

○

法

ハ
ホ
ノ
中
音

封
揚
（
呉
音
）

欠

○

○

○

王

ワ
ヲ
ノ
中
音

封
揚
（
呉
音
）

○

欠

○

○
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漢
字

注
記

曲
名
（
漢
字
音
の
種
類
）

A
学
習
院
大
学
本

B
国
会
図
書
館
本

C
正
保
版

D
正
徳
版

E
寛
保
版

F
明
治
版
G
昭
和
版

道

タ
ト
ノ
中
音

五
悔
（
新
漢
音
）

欠

○

○

○

○

○

憧

タ
ト
ノ
中
音

五
悔
（
新
漢
音
）

○

欠

方

□
□
□
菅
中
音

勧
請
（
呉
音
）

O

欠

方

ハ
ホ
ノ
中
音

九
方
便
（
新
漢
音
）

欠

○

○

○

○

○

巧

カ
コ
ノ
中
音

九
方
便
（
新
漢
音
）

○

欠

○

○

○

方

ハ
ホ
ノ
中
音

九
方
便
（
新
漢
音
）

○

欠

憧

タ
ト
ノ
中
音

九
方
便
（
新
漢
音
）

○

欠

○

○

○

○

○

相

サ
ソ
ノ
中
音

理
趣
経
（
呉
音
）

欠

欠

O

○

○

○

○

教

カ
コ
ノ
中
音

理
趣
経
（
漢
音
）

欠

欠

○

○

○

教

コ
カ
ノ
中
音

理
趣
経
（
漢
音
）

欠

欠

○

○

○

當

タ
ト
ノ
中
音

理
趣
経
（
漢
音
）

欠

欠

○

○

○

O

當

タ
ト
ノ
中
音

廻
向
（
呉
音
）

欠

欠

○

○

○

南

ナ
ノ
ノ
中
音

礼
臓
文
（
梵
語
音
）

欠

欠

○

○

○

○

○

庵

ウ
ヲ
ノ
中
音

四
智
梵
語
（
梵
語
音
）

欠

○

○

○

○

○

O

嚢

ナ
ノ
ノ
中
音

四
智
梵
語
（
梵
語
音
）

欠

○

○

○

○

○

○

王

ヲ
ワ
ノ
中
音

心
略
漢
語
（
新
漢
音
）

欠

○

△
（
ウ
ワ
ノ
中
音
）

○

△
（
ウ
ワ
ノ
中
音
）

法

ハ
ホ
ノ
中
音

文
殊
讃
（
新
漢
音
）

欠

O

○

○

○

○

○

王

ワ
ヲ
ノ
中
音

文
殊
讃
（
新
漢
音
）

欠

○

○

○

○

○

○

荘

サ
ソ
ノ
中
音

吉
慶
漢
語
（
新
漢
音
）

欠

○

○

○

○

○

當

タ
ト
ノ
中
音

吉
慶
漢
語
（
新
漢
音
）

欠

○

O

○

○

○

○

嚢

ナ
ノ
ノ
中
音

吉
慶
梵
語
（
梵
語
音
）

欠

○

○

○

○

○

○

答

タ
ト
ノ
中
音

阿
弥
陀
讃
（
梵
語
音
）

欠

○

O

○

○

○

○

斎
裁
断
に
よ
り
判
読
不
能
。
「
ハ
ホ
ノ
」
か
。
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次
に
学
習
院
大
学
本
と
正
保
版
と
の
異
同
関
係
を
詳
し
く
見

る
と
、
学
習
院
大
学
本
に
の
み
見
ら
れ
る
「
中
音
」
が
6
箇
所
、

正
保
版
に
の
み
見
ら
れ
る
「
中
音
」
が
7
箇
所
、
両
本
に
共
通
す

る
「
中
音
」
が
6
箇
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
的
に
増
加
し

て
い
た
り
、
減
少
し
て
い
た
り
と
い
う
の
で
は
な
く
、
共
通
部
分
、

正
保
版
に
の
み
あ
る
部
分
、
学
習
院
大
学
本
に
の
み
あ
る
部
分

の
三
者
が
拮
抗
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
、
後
世
の
版
本
の
固

定
的
な
有
り
様
と
は
差
が
あ
る
。

　
国
会
図
書
館
本
と
正
保
版
と
が
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
こ
と

か
ら
、
正
保
版
は
朝
意
本
を
忠
実
に
開
板
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
の
で
、
「
中
音
」
に
つ
い
て
も
正
保
版
と
朝
意
本
と
は
様
相
を

一
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
よ
っ
て
学
習
院
大
学
本
と

正
保
版
の
差
は
、
学
習
院
大
学
本
と
朝
意
本
と
の
差
と
も
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
学
習
院
大
学
本
と
朝
意
本
と
は
同
じ
長
恵

の
永
正
再
治
本
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
兄
弟
関
係
に

あ
る
両
本
に
「
中
音
」
注
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
長
恵
も
「
中

音
」
を
使
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
（
注
一
二
）
。
ま
た
学
習
院

大
学
本
と
朝
意
本
と
を
比
べ
た
と
き
、
「
中
音
」
の
付
さ
れ
る
部

分
に
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
学
習
院
大
学
本
の
書
写
時
か
、

朝
意
の
書
写
時
か
、
あ
る
い
は
双
方
か
に
お
い
て
、
「
中
音
」
に

関
す
る
改
編
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
長
恵
の
永
正

再
治
本
が
書
写
さ
れ
た
十
六
世
紀
中
頃
に
は
、
注
記
を
付
す
べ

き
字
が
固
定
的
に
定
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
か
な
り
自
由

な
裁
量
の
下
に
「
中
音
」
が
付
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
一
方
で
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
諸
版
本
に
は
大
幅
な
改

編
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
「
中

音
」
注
記
は
固
定
化
し
、
同
じ
部
分
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
以
上
の
推
定
は
、
さ
ら
に
室
町

時
代
の
写
本
を
資
料
と
し
て
さ
ら
に
綿
密
に
論
証
し
、
跡
付
け

て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
表
3
の
最
後
尾
か
ら
3
行
目
に
あ
る
、
「
當
」
字
へ
の

「
タ
ト
ノ
中
音
」
と
い
う
注
記
に
注
目
す
る
。
こ
の
注
記
は
国
会

図
書
館
本
以
下
の
ど
の
本
に
も
見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
図
3
上

段
の
国
会
図
書
館
本
に
お
け
る
「
當
」
字
と
の
位
置
関
係
を
見
る

と
、
「
當
」
の
中
程
に
位
置
す
る
部
分
か
ら
注
記
の
先
頭
が
開
始

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
正
保
版
（
図
3
中
段
）
で
は
右
隣

の
行
の
節
博
士
が
長
く
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
「
タ
ト
ノ
中
音
」

は
「
當
」
の
下
の
「
得
」
字
の
傍
に
ず
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
タ

ト
ノ
中
音
」
の
配
置
に
関
し
て
は
、
他
の
江
戸
期
の
版
本
の
レ
イ

ア
ウ
ト
も
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
明
治
版
（
図
3
下
段
）
に
至
り
、

「
タ
ト
ノ
中
音
」
は
「
當
」
字
の
右
傍
に
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
確

保
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
の
「
得
」
字
の
右
傍
に
配
置
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ス
ペ
ー
ス
上
や
む
を
得
ず
下
に
移
動
さ
せ

図
3
　
タ
ト
ノ
中
音

壌
〆
喩
燕

（
上
か
ら
国
会
図
書
館
本
・
正
保
版
・
明
治
版
）

1

　
　
　
　
夕
｝
†
音

當
号
訟

　
　
　
　
ノ
イ
撃
へ

ーヤ

@
ダ 一38一



る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
理
解
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま

「
得
」
の
字
の
注
記
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
こ
の
明
治
版
に
お
け
る
「
中
音
」
の
位
置
は
、
明
治
版
の
頃
に

は
既
に
現
在
の
よ
う
に
実
唱
時
に
無
視
さ
れ
、
「
得
」
に
対
す
る

注
記
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
江
戸
期
の
正
保
版
に
続
く
版
本
で
も

注
記
の
位
置
は
少
し
工
夫
す
れ
ば
本
来
の
位
置
に
戻
せ
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
処
理
を
せ
ず
正
保
版
に
従
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
相
当
早
く
に
こ
の
「
タ
ト
ノ
中
音
」
が
付
さ
れ
て
い
る

位
置
は
誤
解
さ
れ
て
、
「
得
」
へ
の
注
記
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
同
じ
よ
う
に
伝
承
が
正
確
に
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
例

と
し
て
は
、
表
3
最
後
尾
か
ら
七
行
目
の
心
略
漢
語
讃
に
お
け

る
「
王
」
が
あ
る
。
こ
の
「
王
」
字
に
は
国
会
図
書
館
本
で
「
ヲ

ワ
ノ
中
音
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
正
保
版
で
は
恐
ら
く
「
ヲ
」
を

「
ウ
」
に
見
間
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
、
「
ウ
ワ
ノ
中
音
」
と
な
っ

て
い
る
。
正
保
版
の
段
階
で
は
単
な
る
開
刻
時
の
誤
り
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
誤
り
は
智
山
版
の
正
徳
版
で
は
修
正
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
南
山
進
流
の
寛
保
版
で
は
修
正
さ
れ
ず
に

残
っ
て
い
る
。
こ
の
寛
保
版
に
お
け
る
「
ウ
ワ
ノ
中
音
」
が
ど
の

よ
う
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
の
か
は
知
る
術
も
な
い
が
、
［
薯
g
。
］
の

よ
う
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
と
か
、
注
記
が
無
視
さ
れ
て
い
た
と

か
、
様
々
な
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
開

音
の
発
音
に
関
す
る
注
記
と
い
う
意
識
は
既
に
薄
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。

　
次
に
正
徳
版
に
目
を
移
す
と
、
正
保
版
と
正
徳
版
で
は
、
正
徳

版
の
方
が
「
中
音
」
は
二
箇
所
少
な
い
。
こ
れ
は
智
山
に
置
き
換

え
る
と
き
に
修
正
し
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
正
徳
版
の

元
と
な
っ
た
貞
享
版
、
天
和
版
を
未
見
で
あ
る
た
め
明
確
な
こ

と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
削
除
し
た
の
が
正
徳
版
、
貞

享
版
、
天
和
版
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
一
部
を
残
し
、
一

部
を
削
る
と
い
う
判
断
の
元
に
編
集
を
行
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
一
方
で
先
行
の
版
本
に
従
い
つ
つ
も
、
実
唱
時
に
「
中

音
」
で
唱
詠
し
な
く
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
譜
面
上
の
「
中

音
」
を
削
除
す
る
と
い
う
改
編
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
こ
の
頃
の
「
中
音
」
は
、
唱
詠
に
お
け
る
使
用
場
面
が
狭

ま
り
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
が
譜
に
も
現
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
正
徳
版
の
態
度
と
は
対
照
的
に
、
寛
保
版
は
正

保
版
を
忠
実
に
守
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
じ
南
山
進
流
の
譜
本

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
そ
の
寛
保
版
を
元
に
し
た
明
治
版
に
つ
い
て
は
、

「
中
音
」
に
関
し
て
相
当
多
く
の
手
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の
改
編

は
、
寛
保
版
に
あ
っ
た
「
中
音
」
を
削
除
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
、
そ
の
点
で
は
正
徳
版
と
共
通
す
る
。
な
お
不
可
解
な
の

は
、
明
治
版
の
「
対
揚
」
曲
に
お
い
て
、
正
保
版
以
下
の
江
戸
期

の
版
本
に
見
ら
れ
な
い
「
王
」
字
に
対
す
る
「
ワ
ヲ
ノ
中
音
」
が

追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
中
音
」
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
他
の
部
分
の
「
王
」
字
に
対
す
る
「
ワ
ヲ
ノ
中
音
」
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か
ら
の
類
推
に
よ
る
も
の
と
解
釈
し
て
お
く
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
魚
山
藍
芥
集
』
諸
本
の
「
中
音
」
注
記
に
つ

い
て
異
同
を
見
て
い
く
と
、
「
中
音
」
の
使
用
例
が
十
五
世
紀
末

か
ら
十
六
世
紀
初
め
の
長
恵
ま
で
遡
れ
る
こ
と
、
十
六
世
紀
中

頃
ま
で
は
か
な
り
自
由
に
「
中
音
」
が
付
さ
れ
て
い
た
が
、
以
降

は
固
定
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
固
定
化

し
た
中
に
お
い
て
も
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
徐
々
に
整
理
さ
れ

て
数
を
減
ら
し
て
お
り
、
新
た
な
部
分
に
付
さ
れ
る
こ
と
は
基

本
的
に
は
な
い
。
こ
れ
は
実
唱
の
上
で
「
中
音
」
で
唱
え
ら
れ
る

部
分
が
徐
々
に
減
っ
て
い
き
、
そ
れ
が
順
次
譜
に
反
映
さ
れ
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
な
お
付
言
す
れ
ば
、
梵
語
音
に
対
す
る
「
中
音
」
注
記
を
見
る

と
、
基
本
的
に
異
同
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
は
漢
字
音
に
対
す

る
「
中
音
」
と
比
し
て
特
異
で
あ
り
、
次
節
で
改
め
て
取
り
上
げ

る
。三

　
「
O
O
ノ
中
音
」
の
指
示
内
容

　
さ
て
、
前
節
で
は
『
魚
山
蔓
芥
集
』
諸
本
に
お
け
る
「
○
○
ノ

中
音
」
と
い
う
注
記
の
異
同
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
初
は
比

較
的
自
由
に
付
さ
れ
て
い
た
が
そ
の
後
固
定
化
し
た
こ
と
、
江

戸
期
か
ら
現
代
に
か
け
て
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
観
察
し
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
注
記
の
内
容
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
こ
の
「
中
音
」
が
ど
の
よ
う
な
指
示

内
容
を
持
っ
て
い
た
か
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た

か
を
考
察
す
る
。
以
下
、
漢
字
音
（
呉
音
・
漢
音
・
新
漢
音
）
の

「
中
音
」
と
梵
語
音
の
「
中
音
」
に
分
け
て
考
察
を
行
う
。

　
ま
ず
漢
字
音
の
「
中
音
」
に
つ
い
て
、
こ
の
「
《
ア
列
音
》
《
オ

列
音
》
ノ
中
音
」
は
何
の
た
め
に
注
記
さ
れ
た
の
か
。
今
そ
の
字

音
仮
名
遣
い
を
確
認
す
る
と
、
ほ
ぼ
全
て
が
「
⑦
ウ
」
型
（
塗
三
）

で
あ
る
。
例
外
と
し
て
は
呉
音
読
の
「
法
」
に
付
さ
れ
た
「
ハ
ホ

ノ
中
音
」
が
あ
る
。
「
法
」
の
呉
音
は
本
来
「
ホ
フ
」
で
あ
る
（
例

え
ば
『
法
華
経
音
訓
』
）
（
注
函
）
の
で
、
開
合
の
混
乱
と
も
見
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
の
「
中
音
」
が
「
⑦
ウ
」
型
に
の
み
使

用
さ
れ
て
お
り
、
開
合
が
厳
密
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
む
し
ろ
呉
音
「
ホ
フ
」
と
漢
音
「
ハ
フ
」
と
が
混
乱
し
た

例
、
あ
る
い
は
意
味
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
字
音
の
二
種
が
混

乱
し
た
例
と
捉
え
る
方
が
良
い
か
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
基
本
的
に
「
⑦
ウ
」
型
の
字
音
に
の
み
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
観
察
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
冒
頭
に
示
し
た
金
田
一
（
一
九
六

一
）
の
指
摘
通
り
、
オ
段
長
音
の
開
合
に
関
わ
る
注
記
と
見
て
よ

さ
そ
う
で
あ
る
。
実
際
の
発
音
に
つ
い
て
は
、
素
直
に
解
釈
す
れ

ば
ア
と
オ
の
中
間
の
音
、
す
な
わ
ち
冒
］
を
指
示
し
て
い
る
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
た
だ
し
、
先
引
奥
村
（
一
九
七
二
）
の
よ
う
に
具
体
的
な
発
音

は
分
か
ら
な
い
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
表
3

の
前
か
ら
三
行
目
、
散
華
に
お
け
る
「
仏
道
」
の
「
道
」
に
注
目

す
る
。
こ
の
注
記
に
は
、
「
タ
ト
ノ
中
音
」
の
他
に
、
「
タ
ト
取
付

テ
ア
ノ
響
ニ
テ
ス
ヘ
シ
」
（
学
習
院
大
学
本
に
よ
る
。
江
戸
期
の

三
本
に
は
存
在
す
る
が
、
明
治
以
降
の
本
に
は
見
え
な
い
）
と
い
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う
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注
に
関
し
て
、
金
田
一
（
一
九
六

一
）
は
現
在
の
実
唱
上
の
発
音
を
論
拠
と
し
な
が
ら
「
こ
れ
は
、

ダ
と
声
を
出
し
は
じ
め
て
、
ア
の
声
を
引
け
、
そ
う
し
て
最
後
に

ウ
と
言
え
、
と
い
う
口
伝
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
冒
窪
］
と

言
え
と
い
う
指
定
で
あ
る
」
と
解
釈
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
「
タ
ト
取
付
テ
…
」
の
注
は
、
「
タ
ト
ノ
中
音
」

と
と
も
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
冒
窪
］
と
考
え
る
と
「
タ
ト

の
中
音
」
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
声
明
譜
で
は
し

ば
し
ば
旋
律
の
ど
の
部
分
に
対
す
る
注
で
あ
る
か
を
明
示
す
る

た
め
に
、
節
博
士
の
該
当
の
部
分
と
注
と
を
線
で
繋
ぐ
こ
と
が

多
い
。
こ
の
場
合
、
「
タ
ト
取
付
テ
…
」
と
い
う
注
は
線
で
節
博

士
と
繋
が
っ
て
い
な
い
の
で
、
音
程
の
始
ま
り
の
音
に
つ
い
て

の
説
明
で
は
な
く
、
「
道
」
全
体
に
対
す
る
注
と
見
倣
す
の
が
自

然
で
あ
る
。
ま
た
実
際
の
注
を
見
る
と
、
ウ
が
ど
こ
か
ら
始
ま
る

か
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。
漢
語
声
明
で
は
節
博
士
は
基
本
的

に
一
字
一
音
節
に
対
し
て
付
さ
れ
る
。
重
音
節
の
場
合
、
音
節
の

韻
尾
部
分
が
節
博
士
の
ど
の
部
分
と
対
応
し
て
い
る
か
を
、
節

博
士
の
上
に
仮
名
を
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
多
い
。

す
な
わ
ち
、
節
博
士
上
に
二
字
目
の
仮
名
（
イ
・
ウ
・
キ
・
ク
・

チ
・
ツ
・
フ
・
ム
・
ン
）
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
節

博
士
付
属
仮
名
は
、
全
て
の
重
音
節
字
に
付
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
『
魚
山
蔓
芥
集
』
に
限
っ
て
言
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
重

音
節
字
に
付
け
ら
れ
、
特
に
節
博
士
が
長
い
場
合
に
は
高
い
確

率
で
付
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
習
院
大
学
本
を
初
め
と
し

て
、
正
保
版
、
寛
保
版
の
「
道
」
に
は
長
い
節
博
士
が
付
さ
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
ウ
」
が
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ウ
が
付
け

ら
れ
る
の
は
智
山
の
正
徳
版
や
大
分
降
っ
た
明
治
版
、
昭
和
版

で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
長
恵
の
時
代
に
は
、
こ
の
「
道
」

は
日
程
］
の
よ
う
な
母
音
連
接
あ
る
い
は
変
長
音
を
指
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
「
ア
ノ
響
ニ
テ
」
一
音
節
全
体
を
発
音
す
る
と

い
う
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
た
だ
し
こ
の
「
ア
ノ
響
」
と
い
う
の
は
、
［
巴
を
指
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
こ
の
注
は
「
タ
ト
ノ
中
音
」

と
一
つ
の
纏
ま
り
を
な
し
て
お
り
、
「
タ
ト
ノ
中
音
」
に
関
す
る

補
足
説
明
と
捉
え
ら
れ
る
。
一
方
中
世
末
の
開
音
の
音
価
に
つ

い
て
は
、
橋
本
（
一
九
二
八
）
に
よ
る
［
。
二
と
い
う
推
定
が
通

説
と
な
っ
て
い
る
が
、
迫
野
（
一
九
七
五
）
や
豊
島
（
一
九
八
四
）

な
ど
に
お
い
て
［
9
］
と
い
う
音
価
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
日
常

言
語
に
お
い
て
開
音
が
［
〇
二
で
発
音
さ
れ
る
状
況
に
お
い
て
こ

の
「
タ
ト
ノ
中
音
」
と
い
う
注
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
注

は
「
タ
ト
ノ
中
音
」
の
指
示
内
容
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た

め
の
補
足
と
し
て
、
「
普
段
使
わ
れ
る
［
Ω
］
で
は
な
く
、
ア
の

よ
う
な
響
き
で
発
音
し
な
さ
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
捉
え

ら
れ
る
。
よ
っ
て
こ
の
「
タ
ト
ノ
中
音
」
は
や
は
り
［
。
二
を
指

示
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
注
記
を
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
謡
曲
に
お
け
る
開
合
に
関
す
る
記
事
が

参
考
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
岩
淵
（
一
九
四
四
）
は
『
音
曲
玉

淵
集
』
が
開
合
を
明
確
に
区
別
す
べ
き
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
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こ
と
に
つ
い
て
、
「
当
時
一
般
口
語
の
支
持
を
受
け
な
い
こ
の
開

合
の
区
別
は
、
実
際
問
題
と
し
て
相
当
困
難
な
事
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
玉
淵
集
の
著
者
自
身
も
「
惣
し
て
開

合
の
事
は
逐
一
口
伝
な
ら
て
は
明
し
難
し
修
練
な
く
て
は
叶
ふ

ま
し
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
注
玉
）
と
し
て
い
る
。
同
様

に
『
魚
山
蔓
芥
集
』
に
お
い
て
も
、
「
中
音
」
注
記
に
よ
っ
て
当

時
失
わ
れ
た
伝
統
的
な
声
明
の
伝
承
を
保
持
し
よ
う
と
し
て
始

め
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
た
だ
し
、
『
音
曲
玉
淵
集
』
は
一
七
二
七
年
刊
行
で
あ
る
の
で
、

『
魚
山
螢
芥
集
』
と
は
二
百
年
近
い
差
が
あ
り
、
開
合
の
区
別
を

明
示
す
る
た
め
と
い
う
目
的
に
つ
い
て
は
別
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
大
塚
（
一
九
八
二
）
に
よ
れ
ば
、
永
禄
－
文
禄
（
一
五
五

八
一
一
五
九
六
）
ご
ろ
に
は
既
に
開
合
の
混
乱
が
進
ん
で
い
た

と
さ
れ
る
が
、
字
音
直
読
に
よ
っ
て
唱
え
る
声
明
は
、
日
本
語
の

あ
ら
ゆ
る
位
相
に
お
い
て
も
っ
と
も
保
守
的
な
層
に
位
置
す
る

と
考
え
ら
れ
、
仮
名
遣
い
も
ま
ず
誤
り
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
開

合
を
区
別
す
る
た
め
で
あ
れ
ば
合
音
字
に
も
何
ら
か
の
注
記
が

付
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、
「
中
音
」
と
い
う
語
を
使
わ
ず

と
も
「
開
」
や
「
合
」
、
「
ひ
ら
く
」
「
す
ぼ
る
」
な
ど
の
よ
り
短

い
注
記
で
済
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
「
○
○
ノ
中
音
」

は
、
開
合
の
混
乱
す
る
状
況
に
お
い
て
開
音
で
発
音
す
る
こ
と

を
指
示
す
る
た
め
に
付
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
く
、
む
し

ろ
発
音
指
定
上
の
要
請
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き

だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
頃
の
日

常
言
語
の
発
音
と
は
異
な
る
、
伝
統
的
な
発
音
で
唱
え
る
こ
と

を
指
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
具
体
的
に
は
先
述
の
通

り
、
日
常
言
語
が
［
。
二
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
「
O
O
ノ
中

音
」
は
そ
れ
よ
り
以
前
に
行
わ
れ
た
発
音
［
。
二
を
示
し
て
い
る

と
推
定
す
る
（
注
一
六
）
。

　
ま
た
、
こ
の
「
中
音
」
注
記
は
当
時
の
伝
統
的
発
音
を
指
定
す

る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、
そ
れ
が
発
明
さ
れ
た
十

五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
頃
に
は
、
特
定
の
部
分
の
み
で

な
く
「
⑦
ウ
」
型
の
字
音
す
べ
て
に
お
い
て
、
［
。
昌
で
唱
詠
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
規
範
意
識
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
実
際
は
、
全
て
の
「
⑦
ウ
」
型
の
字
音
に
「
O
O
ノ

中
音
」
を
つ
け
る
の
は
煩
雑
に
過
ぎ
る
の
で
、
編
者
が
折
に
触
れ

て
注
記
を
付
し
て
い
た
。
字
に
よ
っ
て
「
中
音
」
が
付
さ
れ
る
も

の
と
付
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
る
の
は
そ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
前
節
で
は
、
長
恵
永
正
本
の
一
次
転

写
と
見
ら
れ
る
譜
本
を
比
べ
て
み
る
と
、
「
中
音
」
が
付
さ
れ
る

字
に
出
入
り
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
現
象
も
、

「
O
O
ノ
中
音
」
が
厳
密
に
伝
承
す
べ
き
事
項
と
い
う
よ
り
も
、

「
⑦
ウ
」
型
の
字
音
全
体
に
関
す
る
伝
統
的
な
発
音
を
指
示
し
た

注
記
と
意
識
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
字
に
付
す
か
と
い
う
こ
と
が

厳
密
に
決
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
起
こ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
「
○
○
ノ
中
音
」
が
、
開
合
が
合
一
し
た
の
ち

の
江
戸
時
代
中
期
頃
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か

は
別
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
寛
保
版
は
正
保
版
の
影
響
が
強

す
ぎ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
正
徳
版
を
材
料
に
「
○
○
ノ
中
音
」
の

一42一



指
示
内
容
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
正
徳
版
の
「
⑦
ウ
」
型
の
字
音
全
体
を
眺
め
て
も
、
「
《
ア
列
音
》

《
オ
列
音
》
ノ
中
音
」
が
付
さ
れ
る
割
合
は
や
は
り
微
々
た
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
「
中
音
」
注
記
の
な
い
「
⑦
ウ
」
型
の
字
音
が

ど
の
よ
う
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
例
え

ば
現
代
に
お
い
て
実
唱
さ
れ
て
い
る
の
を
聞
い
て
み
る
と
、

「
⑦
ウ
」
型
の
字
音
は
「
㊧
ウ
」
型
の
字
音
と
区
別
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
現
在
の
唱
詠
は
開
合
が
合
一
し
て
全
て
の
オ
段
長

音
が
［
o
昌
に
な
っ
た
状
態
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
現
代
声
明
に
お
け
る
具
体
的
な
音
価
に
つ
い
て
は
、
［
Ω
］
の

よ
う
に
長
音
化
し
て
唱
え
ら
れ
る
場
合
と
、
［
2
］
の
よ
う
に

割
っ
て
唱
え
ら
れ
る
場
合
と
に
分
か
れ
て
い
る
（
準
七
）
。
な
ぜ
現

在
「
⑦
ウ
」
型
の
字
音
に
い
わ
ゆ
る
割
り
音
［
2
］
が
多
く
行
わ

れ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
記
譜
法
の
影
響
が
強
い
の

で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
先
程
述
べ
た
よ
う
に
、
重
音
節
字
に

は
な
る
べ
く
節
博
士
付
属
仮
名
を
付
す
と
い
う
よ
う
な
規
範
意

識
が
あ
る
程
度
あ
っ
た
も
の
を
推
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
「
⑦
ウ
」

型
の
字
音
の
節
博
士
に
は
「
ウ
」
が
仮
名
遣
い
に
従
っ
て
付
さ
れ

て
お
り
、
実
唱
時
に
そ
の
節
博
士
に
沿
っ
て
そ
の
ま
ま
唱
え
る

と
、
結
果
的
に
割
り
音
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て

［
2
］
の
よ
う
な
割
り
音
は
、
一
種
の
綴
り
字
発
音
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
一
方
、
前
節
で
観
察
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
正
徳
版
で
は
そ

の
編
集
に
お
い
て
正
保
版
の
「
中
音
」
を
一
定
の
判
断
の
も
と
に

削
除
し
て
お
り
、
そ
の
判
断
は
実
唱
時
の
発
音
に
基
づ
い
た
も

の
だ
と
推
定
し
た
。
ま
た
同
じ
江
戸
時
代
中
期
の
寛
保
版
で
は
、

「
ヲ
ワ
ノ
中
音
」
を
「
ウ
ワ
の
中
音
」
と
誤
っ
て
開
板
し
た
正
保

版
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
お
り
、
「
中
音
」
が
開
音
に
関
す
る
注

記
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
中
期
に
お
い
て
は
、
「
中
音
」
注

記
が
現
代
声
明
の
よ
う
に
全
く
有
名
無
実
化
し
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
に
し
ろ
、
「
⑦
ウ
」
型
の
字
音
全
体
に
適
用
さ
れ
る
発

音
注
記
と
い
う
よ
り
は
、
個
別
的
な
歌
唱
上
の
技
法
と
し
て
意

識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
「
中
音
」
の
状
況
と
、

先
に
見
た
現
代
声
明
の
状
況
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
正
徳
頃

の
声
明
に
お
け
る
「
中
音
」
注
記
が
為
さ
れ
て
い
な
い
「
⑦
ウ
」

型
の
字
音
は
、
綴
り
字
発
音
田
巳
、
あ
る
い
は
日
常
言
語
と
同

じ
［
。
二
、
ま
た
そ
の
二
つ
が
複
合
し
た
［
2
］
で
発
音
さ
れ
る

こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
「
中
音
」
注
記
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の

の
み
に
［
。
二
が
残
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
十

六
世
紀
中
頃
ま
で
の
「
中
音
」
は
日
常
言
語
で
は
失
わ
れ
た
伝
統

的
発
音
を
折
に
ふ
れ
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
以
降
日
常
言

語
に
支
え
ら
れ
な
い
こ
の
注
記
は
、
開
合
が
合
一
し
た
こ
と
も

あ
り
、
江
戸
時
代
中
期
の
十
八
世
紀
頃
ま
で
に
、
ど
の
「
⑦
ウ
」

型
の
字
音
に
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

徐
々
に
薄
れ
、
特
別
な
唱
詠
上
の
発
声
法
に
変
質
し
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
明
治
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
そ

の
特
別
な
発
声
法
も
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、
現
代
の
状
態
に
落

ち
着
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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次
に
梵
語
音
の
注
記
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
正
徳
版
に
見
え

る
梵
語
音
に
対
し
て
為
さ
れ
た
「
中
音
」
を
、
梵
語
音
と
と
も
に

前
後
部
分
も
合
わ
せ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
被
注
漢
字

と
梵
語
音
該
当
部
分
に
傍
線
を
引
く
）
。

①
南
無
　
冨
目
・
　
ナ
ノ
ノ
中
音

②
庵
　
8
　
ウ
ヲ
ノ
中
音

③
羅
但
嚢
　
冨
ぎ
。
　
ナ
ノ
ノ
中
音

④
尾
嚢
捨
　
4
鼠
診
　
ナ
ノ
ノ
中
音

⑤
室
羅
耶
答
　
段
塁
9
　
タ
ト
ノ
中
音

　
③
④
⑤
を
見
る
と
、
梵
語
音
の
「
中
音
」
は
原
梵
語
音
そ
の
も

の
と
い
う
よ
り
、
音
訳
漢
字
の
字
音
を
正
確
に
表
そ
う
と
す
る

も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
の
「
ナ
ノ
ノ
中
音
」
と
い
う

注
記
に
つ
い
て
は
、
梵
語
音
9
、
漢
字
音
ナ
ウ
で
あ
る
が
、
嚢
の

字
音
賢
き
］
が
長
音
化
し
た
［
8
二
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
同
様
に
④
は
梵
語
音
［
9
二
漢
字
音
［
9
H
］
、
⑤
は
梵

語
音
［
畠
漢
字
音
［
さ
昌
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
漢
字
音
の
方
を

注
記
に
よ
っ
て
描
写
し
て
い
る
。

　
次
に
①
は
礼
俄
文
に
含
ま
れ
る
部
分
で
、
こ
の
曲
は
漢
音
で

唱
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
漢
音
読
曲
の
小
祈
願
な
ど
の
読
み
方
を

参
考
に
す
る
と
、
こ
の
被
注
字
部
分
は
「
ナ
ウ
ボ
」
と
読
ま
れ
る

部
分
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
な
ぜ
「
南
」
が
ナ
ウ
と
読
ま
れ
る

の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
れ
は
梵
語
音
冨
目
○
、
9
冒
。
。
、

冨
ヨ
魯
の
音
訳
が
「
南
無
」
の
他
に
「
嚢
護
」
「
嚢
莫
」
な
ど
複
数

あ
り
、
こ
れ
ら
が
「
ナ
ウ
ボ
」
な
の
で
、
「
南
無
」
も
「
ナ
ウ
ボ
」

と
読
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
（
注
天
）
。
だ
と
す
れ
ば
、
①
に
お
け
る

「
中
音
」
も
、
梵
語
音
の
影
響
が
背
景
に
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

直
接
的
に
は
漢
字
音
を
指
向
し
た
注
記
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

　
最
後
に
②
に
付
さ
れ
る
「
ウ
ヲ
の
中
音
」
に
つ
い
て
は
、
他
の

「
中
音
」
と
異
な
っ
て
ウ
列
音
と
オ
列
音
の
組
み
合
わ
せ
か
ら

な
っ
て
お
り
、
分
か
ら
な
い
点
が
多
い
。
こ
の
「
ウ
ヲ
の
中
音
」

と
い
う
注
記
は
、
学
習
院
大
学
本
に
も
存
在
し
て
い
る
（
表
3
参

照
）
。
よ
っ
て
「
ウ
ヲ
の
中
音
」
と
い
う
発
音
注
記
を
す
る
理
由

は
、
十
六
世
紀
中
頃
の
音
韻
体
系
を
前
提
と
し
て
考
え
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

　
こ
の
注
記
の
指
示
内
容
と
し
て
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

［
ぎ
］
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
「
中
音
」
の
使
い
方
と
し
て
「
ウ

ヲ
ノ
中
音
」
が
［
ぎ
］
を
示
し
得
る
の
か
と
い
う
点
に
注
意
を
払

う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
「
A
B
ノ
中

音
」
の
使
い
方
は
、
調
音
位
置
と
し
て
A
と
B
の
中
間
に
あ
る
よ

う
な
音
声
を
指
し
て
い
た
が
、
「
ウ
ヲ
ノ
中
音
」
が
仮
に
［
ぎ
］

を
示
す
も
の
だ
と
す
る
と
、
A
と
B
の
中
間
で
は
な
く
、
む
し
ろ

A
の
調
音
後
に
B
を
調
音
す
る
と
い
う
意
味
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。　

し
か
し
な
が
ら
『
魚
山
螢
芥
集
』
以
外
に
見
ら
れ
る
同
様
の
注

記
に
つ
い
て
見
る
と
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
践
を
持
つ
『
四

座
講
式
』
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
の
刊
本
の
書
入
に
、
「
八
」
に

対
し
て
注
さ
れ
た
「
フ
ハ
ノ
中
音
」
と
い
う
書
入
が
あ
る
。
現
在

の
四
座
講
式
の
唱
詠
に
も
ハ
行
音
を
［
色
で
発
音
す
る
伝
承
音
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は
残
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
［
e
巴
と
い
う
発
音
を
指
示
す

る
も
の
と
推
定
で
き
る
。
恐
ら
く
学
習
の
際
の
備
忘
と
し
て
、

『
魚
山
蔓
芥
集
』
に
お
け
る
「
《
ア
列
音
》
《
オ
列
音
》
ノ
中
音
」

と
い
う
形
式
を
利
用
し
、
日
常
言
語
で
は
現
れ
に
く
い
音
声
を

描
写
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
「
ウ
ヲ
ノ
中
音
」
も
同
様
に
［
ぎ
］
を
指
示
し
て
い

る
と
考
え
た
い
。

　
一
方
で
、
室
町
時
代
末
頃
の
オ
音
節
の
音
価
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
様
々
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
定
説
と
し
て
、

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
ロ
ー
マ
字
綴
り
＜
・
・
き
な
ど
を
論
拠
と
し

て
、
室
町
時
代
末
頃
の
オ
音
節
は
、
基
本
的
に
写
・
］
で
実
現
し

て
い
た
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
ま
た
別
に
、
朝
鮮
資
料
に
お
け

る
ハ
ン
グ
ル
音
写
を
論
拠
と
し
て
、
室
町
時
代
末
頃
の
オ
音
節

は
、
基
本
的
に
［
・
］
あ
る
い
は
合
口
性
の
強
い
［
○
］
で
実
現
し

て
い
た
と
い
う
考
え
も
あ
る
（
注
充
）
。

　
ど
ち
ら
の
場
合
の
妥
当
性
が
高
い
か
、
「
ウ
ヲ
ノ
中
音
」
一
例

の
み
か
ら
の
推
定
な
の
で
臆
測
の
域
を
出
な
い
こ
と
を
承
知
で

判
断
を
示
せ
ば
、
こ
の
場
合
、
日
常
言
語
で
普
段
か
ら
使
用
さ
れ

る
発
音
を
唱
詠
方
法
と
し
て
改
め
て
指
示
す
る
こ
と
は
考
え
に

く
い
の
で
、
後
者
の
可
能
性
を
支
持
す
る
も
の
と
一
応
は
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
「
ウ
ヲ
の
中
音
」
は
普
段
よ
り
も
円
唇
性

を
強
く
し
て
発
音
す
る
、
あ
る
い
は
冒
］
を
長
め
に
発
音
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
［
ぎ
］
と
い
う
発
音
を
指
示
し
て
い
た
と
い
う
解

釈
が
で
き
る
。

　
た
だ
し
こ
の
「
中
音
」
は
あ
く
ま
で
声
明
譜
に
見
ら
れ
る
注
記

な
の
で
、
例
え
ば
散
華
他
の
「
ン
願
」
と
い
う
よ
う
な
句
の
先
頭

部
分
を
強
調
す
る
よ
う
な
歌
唱
法
の
指
示
で
あ
る
可
能
性
も
あ

る
。
ま
た
、
柳
田
（
一
九
九
三
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
オ
音
節

の
音
価
は
語
頭
・
語
中
語
尾
で
異
な
っ
た
形
で
実
現
す
る
と
い

う
考
え
方
も
あ
る
。
こ
の
場
合
の
オ
音
節
の
音
価
は
、
語
頭
及
び

語
中
語
尾
（
前
接
母
音
が
曽
・
の
場
合
）
で
は
［
。
］
、
語
中
語
尾

（
前
接
母
音
が
∵
『
①
の
場
合
）
で
は
冒
・
］
（
本
稿
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［
ぎ
］
）
の
よ
う
に
実
現
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
仮
定
し
た
場
合
、
「
ウ
ヲ
ノ
中
音
」
は
、
た
と
え
ば
現
代
に

お
い
て
ガ
行
音
に
対
し
て
「
こ
こ
は
鼻
濁
音
で
発
音
し
な
さ
い
」

と
指
示
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
語
頭
の
「
庵
」
に
対
し
て
普
通

は
［
o
］
で
唱
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
、
特
別
に
写
。
］
の
発
音
で

唱
詠
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
る
か
を
示
し
得

る
材
料
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
現
段
階
で
は
判
断
を
保
留
し

た
い
。

　
以
上
梵
語
音
に
対
す
る
「
中
音
」
注
記
を
見
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
注
記
は
基
本
的
に
室
町
時
代
の
国
会
図
書
館
本
か
ら
昭
和
版

ま
で
、
ま
っ
た
く
異
同
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
梵
語
音
の
伝
承

が
漢
字
音
の
唱
詠
に
比
べ
て
よ
り
固
定
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
事
象
は
、
梵
語
音
が
漢
字
音
よ
り
目
常
言
語
か
ら

離
れ
た
存
在
で
あ
る
が
故
に
、
日
常
言
語
か
ら
の
影
響
を
受
け

に
く
く
、
漢
字
音
の
場
合
に
比
し
て
［
。
二
が
維
持
さ
れ
や
す

か
っ
た
た
め
、
幾
度
か
の
再
編
に
お
い
て
も
削
除
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
と
解
釈
し
て
お
く
。
た
だ
し
漢
字
音
に
お
け
る
「
中
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音
」
が
実
唱
上
意
味
を
失
い
、
形
骸
化
し
た
時
点
に
お
い
て
は
、

梵
語
音
に
お
け
る
「
中
音
」
も
同
様
の
道
を
辿
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
本
節
で
は
「
○
○
ノ
中
音
」
の
指
示
内
容
を
考
察
し
た
。
こ
の

注
記
の
指
示
内
容
に
つ
い
て
出
現
時
期
を
問
わ
ず
一
般
化
す
る

と
、
「
中
」
と
い
う
概
念
を
利
用
し
て
、
日
常
言
語
で
使
用
さ
れ

な
い
音
声
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

注
記
は
、
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
日
常
言

語
で
は
失
わ
れ
た
［
。
昌
を
正
確
に
伝
承
し
よ
う
と
い
う
意
図
で

始
め
ら
れ
た
が
、
少
数
な
が
ら
写
・
］
や
冨
巴
な
ど
の
発
音

指
示
に
も
派
生
し
た
。
た
だ
し
江
戸
時
代
中
期
頃
ま
で
に
は
、

徐
々
に
特
別
な
場
合
に
適
用
さ
れ
る
唱
詠
上
の
発
声
法
に
変
質

し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
時
代
が
降
る
と
、
そ
の
発
声
法
の
適
用
さ

れ
る
部
分
が
減
少
し
、
最
終
的
に
は
譜
上
に
の
み
残
っ
て
実
唱

上
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

四
　
声
明
譜
以
外
の
資
料
に
見
ら
れ
る
「
中
音
」

　
さ
て
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
「
O
O
ノ
中
音
」
と
い
う
発
音
指

示
の
由
来
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
述
の
通
り
、
発
音
指

示
と
し
て
の
「
中
音
」
は
1
例
の
例
外
を
除
い
て
『
魚
山
螢
芥
集
』

に
の
み
見
ら
れ
、
恐
ら
く
長
恵
に
よ
っ
て
十
五
世
紀
末
か
ら
十

六
世
紀
初
め
に
使
用
さ
れ
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は

声
明
譜
以
外
の
仏
教
関
係
書
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
「
中
音
」
に

言
及
し
て
お
き
た
い
。

　
高
松
（
一
九
九
一
）
に
は
京
都
大
学
文
学
部
蔵
「
法
華
廿
八
品

読
癖
」
に
お
け
る
「
中
音
」
に
つ
い
て
の
指
摘
が
、
山
本
（
一
九

九
五
）
に
は
随
心
院
蔵
「
妙
法
華
経
音
義
」
に
お
け
る
「
中
音
」

に
つ
い
て
の
指
摘
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
両
書
は
ほ
ぼ
同
内
容
で

あ
り
、
法
華
経
読
誦
音
の
内
容
を
記
し
た
も
の
で
、
「
中
音
」
は

連
声
す
る
部
分
に
つ
い
て
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
「
中
音
」
と
い
う
用
語
は
、
伝
承
音
に
て
決
し
て
珍
し
か

ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
寧
ろ
、
「
連
声
」
の
代
名
詞
で
こ
れ
が
あ

る
事
さ
え
も
あ
る
。
こ
れ
の
意
味
す
る
心
は
、
即
ち
、
そ
の
連

声
の
際
の
具
体
的
音
価
は
、
宜
し
く
、
非
連
声
の
音
と
連
声
の

音
と
の
中
間
音
た
る
べ
し
、
と
い
う
に
あ
る
。
そ
の
典
型
を
今

引
く
に
、
そ
れ
は
例
え
ば
左
の
如
く
と
な
る
。
即
ち
、
『
法
華

廿
八
品
字
読
癖
』
に
曰
く
、

　
中
音
ト
ハ
仮
令
「
因
縁
」
。
文
字
ハ
「
縁
エ
ン
」
ニ
チ
ハ
有

　
レ
ド
モ
、
「
イ
ン
エ
ン
」
ト
ァ
ザ
ヤ
カ
ニ
読
メ
バ
聞
キ
悪
シ
。

　
「
縁
」
ヲ
バ
「
エ
ン
」
ニ
モ
非
ズ
、
又
、
「
ネ
ン
」
ニ
モ
非

　
ズ
、
只
舌
二
任
セ
テ
「
エ
ン
」
ト
読
ム
ト
心
得
テ
読
ム
ベ
シ
。

　
是
、
中
音
也
（
高
松
（
一
九
九
一
）
、
再
録
0
4
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
山
本
（
一
九
九
五
）
に
よ
る
と
、
両
書
は
共
に
乾
元
二
年
（
一

三
〇
三
）
の
本
奥
書
を
有
し
て
い
る
と
言
う
。
ま
た
随
心
院
本
に

見
え
る
後
白
河
院
と
四
人
の
僧
名
が
、
声
明
道
の
立
場
か
ら
法

華
経
の
読
誦
（
音
読
）
に
関
し
て
記
し
た
「
読
経
口
伝
明
鏡
集
」

に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
声
明
道
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
指
摘
に
見
え
る
法
華
経
読
誦
に
お
け
る
「
中
音
」
が

連
声
に
関
す
る
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
魚

山
蔓
芥
集
』
に
お
け
る
「
中
音
」
は
開
合
に
関
す
る
用
語
と
し
て

使
用
さ
れ
て
お
り
、
両
者
が
使
用
さ
れ
る
環
境
は
全
く
異
な
る
。

た
だ
し
両
者
と
も
「
中
」
と
い
う
概
念
を
利
用
し
て
日
常
言
語
の

発
音
に
は
現
れ
に
く
い
音
声
を
指
示
し
て
お
り
、
内
容
を
一
部

共
有
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
第
一
節
で
見
た
通
り
、
声
明
の
世
界
の
「
中

音
」
に
は
発
音
注
記
以
外
に
も
様
々
な
指
示
内
容
を
持
つ
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
は
「
中
」
と
い
う
概
念
が
広
汎
な
も
の
で
あ
る
が

故
で
あ
ろ
う
。
「
中
音
」
と
い
う
用
語
自
体
は
、
あ
る
「
音
」
に

つ
い
て
の
高
さ
や
口
の
構
え
な
ど
を
、
自
明
と
さ
れ
る
二
つ
の

基
準
の
中
間
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
し
て
明
確
化
す
る
の
に

様
々
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
安
然

記
『
金
剛
界
大
法
封
受
記
』
に
は
、
「
其
讃
詠
法
。
農
朝
當
以
漉

縢
音
韻
。
午
時
以
中
音
。
黄
昏
以
破
音
。
」
と
い
う
よ
う
に
「
濯

臓
音
」
「
破
音
」
と
と
も
に
「
中
音
」
と
い
う
用
語
が
持
ち
出
さ

れ
、
さ
ら
に
「
今
漉
縢
者
與
灌
臓
同
。
其
音
曲
者
大
唐
行
之
。
即

平
緩
音
。
次
中
音
者
非
平
非
高
非
緩
非
急
。
次
破
昔
者
是
高
急

音
。
」
の
如
く
「
漉
縢
音
」
と
「
破
音
」
の
中
間
の
性
格
を
持
つ

も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
声
明
に
お
け
る
「
中
音
」
の
例
は
、
様
々
な
場
面
で
そ
れ
ぞ
れ

指
示
内
容
を
変
え
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
細
か
く
見
れ
ば
、
何
に

対
す
る
「
中
」
か
、
と
い
う
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
指
示
内
容

を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
こ
れ
ら
の

「
中
音
」
が
全
て
同
一
の
系
譜
の
上
に
あ
り
関
連
し
な
が
ら
発
生

し
た
と
見
る
よ
り
は
、
実
唱
時
あ
る
い
は
伝
授
時
の
必
要
性
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
が
無
関
係
に
発
生
し
た
と
考
え
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
。
「
中
音
」
を
構
成
す
る
「
中
」
と
「
音
」
と
い
う

語
自
体
は
、
新
し
い
術
語
の
造
語
要
素
と
い
う
面
で
は
特
殊
な

も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、

唱
詠
法
や
発
音
の
仕
方
を
細
か
く
指
示
す
る
必
要
の
あ
る
場
合

に
は
時
代
・
宗
派
を
問
わ
ず
様
々
な
内
容
で
使
用
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
中
音
」
の
特
徴
は
「
半
音
」
と
は
全

く
異
な
る
も
の
で
、
「
半
音
」
注
記
は
基
本
的
に
は
梵
語
の
単
独

子
音
や
漢
字
音
の
音
節
末
子
音
を
表
現
す
る
と
い
う
点
で
機
能

上
の
一
貫
性
が
あ
り
、
中
国
に
お
け
る
漢
訳
陀
羅
尼
か
ら
日
本

悉
曇
学
を
経
て
真
言
声
明
へ
、
と
い
う
経
路
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
た
（
浅
田
（
二
〇
〇
二
）
）
。
一
方
、
本
稿
で
観
察
し
て
き
た

「
中
音
」
は
「
半
音
」
と
は
対
照
的
に
、
機
能
上
の
一
貫
性
は
「
中
」

と
い
う
要
素
に
由
来
す
る
最
低
限
の
も
の
し
か
な
く
、
現
れ
方

も
散
発
的
で
、
使
用
場
所
や
使
用
対
象
も
多
岐
に
亘
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
中
音
」
注
記
の
特
徴
を
勘
案
す
る
と
、
長
恵
は

『
魚
山
螢
芥
集
』
に
お
い
て
、
声
明
で
既
に
使
用
さ
れ
て
い
た
曲

節
名
・
音
域
名
と
し
て
の
「
中
音
」
や
、
法
華
経
諦
読
音
の
世
界

に
お
け
る
「
中
音
」
を
援
用
し
て
発
音
注
記
の
「
○
○
ノ
中
音
」

と
い
う
注
記
を
使
用
し
た
と
す
る
よ
り
は
、
声
明
伝
授
の
場
に

お
い
て
開
音
が
当
時
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
［
〇
二
で
あ
る
こ
と
を

強
調
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
、
独
自
に
発
明
し
た
と
考
え
る
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方
が
穏
当
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
と
め

本
稿
で
は
、
『
魚
山
蔓
芥
集
』
に
現
れ
る
「
○
○
ノ
中
音
」
と

い
う
注
記
形
式
を
中
心
に
、
そ
の
使
用
範
囲
と
指
示
内
容
に
つ

い
て
考
察
し
た
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
点
を
確
認
す
る
と
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

・
声
明
譜
で
用
い
ら
れ
る
「
中
音
」
に
は
曲
節
指
定
、
拍
子
指
定
、

音
域
指
定
、
発
音
指
定
の
四
種
類
が
あ
る
。
そ
の
使
用
は
真
言

宗
・
天
台
宗
に
亘
っ
て
お
り
、
使
用
さ
れ
る
時
代
も
多
様
で
あ

る
。・

そ
の
中
で
、
『
魚
出
藍
芥
集
』
諸
本
で
主
に
使
用
さ
れ
る

　
「
○
○
ノ
中
音
」
と
い
う
発
音
注
記
形
式
は
、
十
五
世
紀
末
か

ら
十
六
世
紀
初
頭
に
長
恵
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

・
「
○
○
ノ
中
音
」
は
、
開
音
に
つ
い
て
当
時
の
日
常
言
語
で

使
用
さ
れ
た
［
〇
二
で
な
く
、
伝
統
的
な
発
音
で
あ
る
［
。
二

で
発
音
す
る
こ
と
を
指
示
す
る
た
め
に
発
明
さ
れ
た
。
た
だ

し
、
少
数
な
が
ら
［
ぎ
］
や
［
e
巴
を
指
示
し
て
い
る
と
見

ら
れ
る
例
も
見
出
さ
れ
る
。

・
『
魚
山
蛋
芥
集
』
に
お
け
る
「
○
○
ノ
中
音
」
は
、
概
ね
次
の

一
か
ら
皿
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

1
発
音
注
記
日
被
注
字
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
「
⑦
ウ
」
型

　
　
の
字
も
同
様
に
発
音
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ

　
　
て
い
た
（
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
中
頃
）

　
H
唱
詠
上
の
発
声
法
を
示
す
注
記
口
注
記
さ
れ
た
部
分
の
み

　
　
に
適
用
さ
れ
て
い
た
（
江
戸
時
代
中
期
頃
ま
で
に
徐
々
に

　
　
一
か
ら
H
へ
性
格
を
変
え
て
い
く
）

　
皿
実
唱
上
に
は
反
映
さ
れ
な
い
注
記
日
徐
々
に
実
唱
上
姿
を

　
　
消
し
、
最
終
的
に
は
譜
に
の
み
残
る
（
明
治
時
代
以
降
）

・
「
O
O
ノ
中
音
」
と
い
う
注
記
形
式
の
発
生
に
関
し
て
は
、
声

明
に
お
け
る
他
の
「
中
音
」
や
、
法
華
経
諦
読
音
の
「
中
音
」

を
援
用
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
日
常
言
語
で
使
用
さ
れ
な
い

声
明
唱
詠
上
の
音
声
［
。
二
を
表
現
す
る
た
め
に
独
自
に
発
生

　
し
た
も
の
と
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

注（一

j
こ
れ
は
笛
孔
名
に
よ
る
階
名
の
一
で
、
多
く
は
節
博
士
に
沿
っ
て
配
置
さ
れ
、

　
他
の
階
名
「
下
」
「
テ
」
「
五
」
「
上
」
「
夕
」
「
六
」
と
と
も
に
用
い
る
。
金
沢
文

　
庫
蔵
の
多
く
の
声
明
譜
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
大
原
三
千
院
蔵
の
『
長
音
甲
』
に

　
も
見
出
さ
れ
る
。

（
二
）
「
ア
タ
ル
」
は
、
あ
る
音
の
は
じ
め
に
そ
れ
と
同
音
同
長
の
音
を
つ
け
、
そ
の

　
二
つ
の
音
の
間
で
一
刹
那
声
を
断
ち
、
両
者
を
判
然
と
区
別
し
て
唱
え
る
技
法

　
　
（
岩
原
（
一
九
九
七
）
に
よ
る
）
。

（
三
）
「
呂
曲
」
「
律
曲
」
と
と
も
に
旋
法
を
規
定
す
る
用
語
。
ま
た
別
に
「
曳
累
曲
」

　
　
「
曳
累
操
」
と
と
も
に
「
中
曲
」
「
中
曲
操
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

　
が
あ
り
（
例
え
ば
仁
和
寺
蔵
『
法
則
集
』
（
南
北
朝
時
代
永
和
三
年
（
二
二
七
七
）

　
写
本
）
、
詳
細
は
不
詳
な
が
ら
拍
子
に
関
す
る
用
語
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
こ
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の
両
語
は
『
異
本
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
（
『
郢
曲
抄
』
）
に
見
え
る
。

（
四
）
相
応
院
流
の
法
則
集
の
う
ち
、
三
段
構
成
の
讃
の
各
段
行
頭
に
「
初
」
「
中
」

　
　
「
下
」
と
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
吉
慶
梵
語
讃
な
ど
。

（
五
）
た
だ
し
こ
の
「
中
」
は
、
本
稿
が
調
査
を
行
っ
た
範
囲
で
は
「
中
曲
」
と
し

　
て
現
れ
て
い
た
た
め
、
考
察
の
対
象
か
ら
外
し
た
。

（
六
）
資
料
名
を
概
ね
時
代
順
に
並
べ
て
掲
げ
る
。
「
真
」
は
真
言
宗
系
統
の
声
明
譜
、

　
　
「
天
」
は
天
台
宗
系
統
の
声
明
譜
。
以
下
こ
れ
に
準
じ
る
。

　
随
心
院
蔵
『
往
生
講
式
』
（
室
町
時
代
中
期
写
、
真
）
。
東
京
大
学
国
語
研
究
室

　
　
『
涅
槃
講
式
付
舎
利
講
式
』
（
室
町
時
代
写
永
正
十
二
年
（
一
五
一
五
）
写
、
真
）
。

　
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
蔵
『
弁
財
天
講
式
』
（
室
町
時
代
天
文
十
四
年
（
一

　
五
四
五
）
写
、
真
）
。
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
『
四
座
講
式
』
（
室
町
時
代
写
天
正

　
十
六
年
（
一
五
八
八
）
写
、
真
）
。
高
山
寺
蔵
『
羅
漢
講
式
』
（
室
町
時
代
末
期

　
写
、
真
）
。
随
心
院
蔵
『
四
座
講
式
』
（
江
戸
時
代
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）

　
刊
、
真
）
。
『
四
座
講
式
』
（
江
戸
時
代
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊
、
真
、
新
井

　
　
（
二
〇
〇
八
）
所
載
影
印
に
よ
る
）
。
『
四
座
講
式
』
（
江
戸
時
代
刊
元
禄
十
二
年

　
　
（
一
六
九
九
）
刊
、
真
、
金
田
一
春
彦
『
四
座
講
式
の
研
究
』
所
載
影
印
に
よ

　
る
）
。
京
都
大
学
蔵
『
薬
師
講
師
』
（
江
戸
時
代
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
年
写
、

　
真
）
。
興
山
寺
蔵
『
十
一
面
観
音
講
式
』
（
江
戸
時
代
写
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）

　
写
、
真
）
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
四
座
講
式
』
（
江
戸
時
代
中
期
刊
宝
暦
八
年

　
　
（
一
七
五
八
）
践
、
真
）
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
浬
繋
講
式
』
（
江
戸
時
代
中
期

　
刊
、
真
）
。
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
蔵
『
修
正
大
導
師
作
法
』
（
江
戸
時
代

　
　
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
写
、
天
）
。

（
七
）
天
台
宗
典
編
纂
所
『
績
天
台
宗
全
書
（
法
儀
1
）
聲
明
表
白
類
聚
』
（
春
秋
社
、

　
　
一
九
九
六
）
よ
り
転
載
。

（
八
）
『
魚
山
私
紗
』
（
江
戸
時
代
正
徳
元
年
（
一
七
二
）
刊
、
真
、
島
根
大
学
蔵

　
本
に
よ
る
）
。
大
原
勝
林
院
蔵
『
魚
山
六
巻
帖
』
（
江
戸
時
代
文
化
十
三
年
（
一

　
八
一
六
）
刊
、
天
、
『
続
天
台
宗
全
書
　
法
儀
1
』
に
よ
る
）
。
『
〔
魚
山
六
巻
帖
〕
』

　
　
（
江
戸
時
代
後
期
刊
、
天
、
私
蔵
本
に
よ
る
）
。
『
南
山
進
流
明
治
改
正
魚
山
螢

　
芥
集
』
（
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
、
真
、
島
根
大
学
蔵
本
に
よ
る
）
。

（
九
）
『
魚
山
私
紗
』
な
ど
、
他
に
も
様
々
な
呼
称
が
あ
る
が
、
以
降
本
稿
で
は
一
括

　
し
て
『
魚
山
螢
芥
集
』
と
し
て
扱
う
。

（一

Z
）
表
1
は
本
稿
で
調
査
し
た
範
囲
に
限
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

　
実
際
の
使
用
範
囲
に
は
若
干
の
ず
れ
が
あ
る
。
例
え
ば
曲
節
名
と
し
て
の
「
中

　
音
」
は
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
た
だ
し
、
ア
列
音
と
オ
列
音
が
転
倒
し
て
い
る
も
の
、
「
中
音
」
で
な
く
「
中
」

　
　
と
略
さ
れ
て
い
る
も
の
は
「
○
」
と
し
て
処
理
し
て
あ
る
。

（
二
一
）
豊
島
（
一
九
八
四
）
m
頁
注
8
に
よ
れ
ば
、
同
様
に
長
恵
永
正
本
の
転
写

　
　
と
見
ら
れ
る
天
文
本
に
も
「
中
音
」
が
見
ら
れ
る
と
言
う
。

（
二
ξ
ア
列
音
＋
ウ
を
こ
の
よ
う
に
表
記
す
る
。
オ
列
音
＋
ウ
は
「
②
ウ
」
型
と

　
　
す
る
。
な
お
唇
内
入
声
字
も
、
ハ
行
転
呼
音
を
蒙
っ
て
発
音
と
し
て
は
区
別
さ

　
　
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
「
⑦
ウ
」
型
・
「
②
ウ
」
型
に
含
め
る
。

（一

l
）
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
目
本
大
文
典
』
に
お
い
て
「
法
」
は
意
味
に
よ
っ
て
字
音

　
　
を
使
い
分
け
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
仏
教
関
係
の
も
の
な
の
で
い

　
　
ず
れ
に
し
て
も
「
ホ
フ
」
と
な
る
。

（一

ﾜ
）
再
録
『
国
語
史
論
集
』
三
五
三
頁
。

（一

Z
）
こ
こ
で
中
世
末
の
オ
段
長
音
の
音
価
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
は
避

　
　
け
る
が
、
豊
島
（
一
九
八
四
）
は
、
開
音
は
音
韻
的
に
は
＼
o
・
＼
で
あ
り
音
声
上

　
　
［
〇
二
で
現
れ
、
合
音
は
＼
2
＼
が
［
○
乱
で
現
れ
る
と
し
た
上
で
、
「
開
音
が
合

　
　
音
と
の
区
別
を
保
と
う
と
す
る
た
め
に
、
［
o
昌
か
ら
［
。
二
へ
開
い
て
「
逃
げ

　
　
た
」
事
は
十
分
考
え
ら
れ
、
＼
8
＼
と
い
う
解
釈
は
、
［
。
二
に
よ
る
実
現
を
否
定
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す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
、
そ
の
証
左
と
し
て
声
明
譜
の
「
中
音
」
注
記
を

　
挙
げ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
声
明
譜
と
い
う
文
脈
を
重
視
し
て
考
え
れ
ば
、
そ

　
の
保
守
性
か
ら
日
常
言
語
と
は
別
の
伝
統
的
な
発
音
と
し
て
解
釈
し
た
方
が

　
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
樋
野
（
二
〇
〇
一
）
は
「
橋
本
説
の
音
価
（
筆

　
者
注
口
開
音
［
Q
H
」
、
合
音
「
〇
二
）
か
ら
そ
の
よ
う
（
筆
者
注
口
開
音
［
o
昌
、

　
合
音
［
o
］
と
日
」
の
中
間
的
な
母
音
の
長
音
、
あ
る
い
は
「
o
］
か
ら
「
巳

　
　
へ
と
な
め
ら
か
に
変
化
す
る
一
種
の
変
長
音
）
に
推
移
し
た
の
で
は
な
く
、
オ

　
段
長
音
の
開
合
の
区
別
が
生
起
し
た
時
点
に
お
い
て
、
す
で
に
そ
う
で
あ
っ

　
た
」
と
説
き
、
開
音
が
「
。
二
を
経
ず
［
o
乙
に
至
っ
た
と
主
張
す
る
。
し
か

　
し
な
が
ら
「
○
○
ノ
中
音
」
が
当
時
の
通
用
音
よ
り
も
古
い
発
音
を
指
示
し
て

　
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
開
音
は
［
。
二
か
ら
［
〇
二
に
変
化
し
た
と

　
考
え
た
方
が
、
迫
野
（
一
九
七
五
）
等
の
指
摘
す
る
オ
段
・
ウ
段
長
音
の
交
替

　
現
象
が
中
世
末
に
集
中
す
る
こ
と
を
う
ま
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
な
お
、

　
坂
口
（
一
九
九
四
）
は
迫
野
説
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
り
、
筆
者
も
基
本
的
に

　
同
様
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
開
音
は
、
［
①
巳
が
融
合
長
音
化
し
て
一
旦
は
［
。
二

　
と
な
っ
た
が
維
持
で
き
ず
、
中
世
末
に
「
〇
二
に
な
っ
た
。
合
音
は
「
開
音
に

　
押
さ
れ
た
合
音
が
な
お
開
音
と
の
距
離
を
保
と
う
と
し
て
、
自
ら
を
狭
い
閉
じ

　
た
形
に
お
し
さ
げ
た
」
（
迫
野
（
一
九
七
五
）
）
結
果
、
「
開
音
と
ウ
段
長
音
の
間

　
に
あ
り
、
時
に
ウ
段
長
音
に
紛
う
長
音
」
（
坂
口
（
一
九
九
四
）
）
す
な
わ
ち

　
　
［
ゆ
二
と
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
長
恵
は
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
、
そ

　
れ
よ
り
も
以
前
の
開
音
［
。
二
、
合
音
［
〇
二
の
時
代
の
発
音
を
声
明
譜
に
反
映

　
さ
せ
よ
う
と
し
て
「
O
O
ノ
中
音
」
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（一

ｵ
）
た
と
え
ば
、
玉
島
宥
雅
『
南
山
進
流
声
明
要
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
魚

　
山
螢
芥
集
』
収
録
諸
曲
を
聞
く
と
、
「
⑦
ウ
」
型
も
「
②
ウ
」
型
も
同
じ
く
［
〇
二

　
　
［
2
］
が
（
「
⑦
ウ
」
型
に
は
ま
れ
に
［
¢
。
巳
も
）
認
め
ら
れ
、
ど
ち
ら
の
発

　
声
を
採
用
す
る
か
に
規
則
性
は
見
出
さ
れ
な
い
。
因
み
に
「
㊤
ウ
」
型
は
ほ
と

　
ん
ど
が
［
2
］
と
割
り
、
わ
ず
か
に
［
9
］
も
見
ら
れ
る
。

（一

ｪ
）
た
だ
し
「
嚢
」
は
漢
音
で
は
「
ダ
ウ
」
な
の
で
、
漢
音
読
み
で
は
な
い
。

　
梵
語
音
の
冨
琴
が
尊
重
さ
れ
た
結
果
呉
音
形
「
ナ
ウ
」
が
残
さ
れ
た
も
の
か
。

（一

縺
j
濱
田
（
一
九
五
二
）
は
「
オ
の
場
合
も
、
や
は
り
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
は
す

　
べ
て
こ
れ
を
き
（
ぎ
）
で
写
し
て
居
り
、
現
代
語
の
如
く
［
○
」
で
は
な
く
て
、

　
　
［
ぎ
］
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
こ
の
『
伊
路
波
』
は
、
『
捷
解

　
新
語
』
な
ど
と
共
に
す
べ
て
、
・
で
写
し
て
居
り
、
こ
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の

　
示
す
事
実
に
逆
う
が
如
く
に
見
え
る
。
も
っ
と
も
朝
鮮
語
の
．
o
で
表
わ
さ
れ

　
る
母
音
は
、
少
く
と
も
現
代
京
畿
方
言
で
は
、
日
本
語
の
オ
よ
り
も
合
口
性
が

　
強
い
と
云
わ
れ
て
居
り
、
従
っ
て
．
o
で
以
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
ぎ
（
ぎ
）
で
表
わ

　
し
た
日
本
語
の
オ
を
写
し
た
も
の
と
も
一
応
は
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
そ
の
様
に
考
え
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
逆
に
ぎ
（
ぎ
）
で
表
わ
さ
れ

　
た
当
時
の
オ
が
、
現
代
語
の
「
○
］
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど

　
も
、
さ
り
と
て
ワ
と
同
じ
子
音
を
持
つ
▽
。
］
ほ
ど
に
は
摩
擦
が
強
く
な
か
っ

　
た
、
と
云
う
結
論
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
再
録
8
2
頁
）
と
す
る
。

参
考
文
献

浅
田
健
太
朗
（
一
九
九
九
）
「
声
明
資
料
に
お
け
る
補
助
記
号

　
　
　
「
火
」
に
つ
い
て
1
音
楽
譜
に
お
け
る
言
語
事
象
の
現
れ
の

　
　
　
一
例
と
し
て
」
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
　
第
二
十
二
輯
』
武
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
り
　
　
　
　

　
　
野
書
院
、
2
－
4
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　

浅
田
健
太
朗
（
二
〇
〇
二
）
「
声
明
譜
に
見
ら
れ
る
「
半
音
」
の

　
　
源
流
に
つ
い
て
」
『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要

　
　
第
二
部
文
化
教
育
開
発
関
連
領
域
』
五
〇
、
0
7
1
1
4
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
乙
　
　
0
乙
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新
井
弘
順
（
二
〇
〇
八
）
「
常
楽
会
『
四
座
講
法
則
』
と
『
四
座

　
　
講
式
』
の
研
究
」
二
松
学
舎
大
学
2
1
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ

　
　
ム
中
世
日
本
漢
文
班
『
声
明
資
料
集
　
第
三
輯
』
、
青
木
融

　
　
光
大
僧
正
演
唱
、
志
田
延
義
監
修
（
一
九
七
八
）
『
四
座
講

　
　
式
』
（
L
P
レ
コ
ー
ド
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
）
の
解
説
の
再

　
　
録

岩
原
諦
信
（
一
九
九
七
）
『
増
補
校
訂
　
声
明
の
研
究
』
東
方
出

　
　
版

岩
淵
悦
太
郎
（
一
九
四
四
）
「
謡
曲
発
音
資
料
と
し
て
の
謳
曲
英

　
　
華
抄
」
『
橋
本
進
吉
博
士
記
念
論
文
集
　
国
語
学
論
集
』
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ご
　
　
　

　
　
波
書
店
、
『
国
語
史
論
集
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
）
4
－
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
Q
U

　
　
頁
に
再
録

大
塚
光
信
（
一
九
八
二
）
「
開
合
音
ー
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
表
記
を

　
　
め
ぐ
っ
て
一
『
文
学
』
五
十
巻
一
号
、
1
－
n
頁

奥
村
三
雄
（
一
九
七
二
）
「
古
代
の
音
韻
」
中
田
祝
夫
編
『
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
国
語
史
2
　
音
韻
史
・
文
字
史
』
（
大
修
館
書
店
）
6
3
－
7
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒲
生
郷
昭
（
一
九
九
二
）
「
日
本
の
音
楽
理
論
に
お
け
る
「
中
」

　
　
に
つ
い
て
」
『
芸
能
の
科
学
』
二
〇
号
、
『
日
本
古
典
音
楽
探

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
究
』
（
二
〇
〇
〇
、
出
版
芸
術
社
）
o
－
4
頁
に
再
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
田
一
春
彦
（
一
九
六
一
）
「
音
韻
史
資
料
と
し
て
の
真
言
声
明
」

　
　
『
国
語
学
』
四
三
号
、
1
－
2
4
頁
、
『
日
本
語
音
韻
音
調
史
の

　
　
研
究
』
（
二
〇
〇
一
、
吉
川
弘
文
館
）
、
『
金
田
一
春
彦
著
作

　
　
集
第
9
巻
』
（
二
〇
〇
五
、
玉
川
大
学
出
版
会
）
に
再
録

坂
口
至
（
一
九
九
四
）
「
中
世
末
期
開
合
音
の
音
価
に
つ
い
て
」

　
　
『
筑
紫
語
学
研
究
』
五
号
、
4
8
－
5
9
頁

迫
野
度
徳
（
一
九
七
五
）
「
オ
・
ウ
段
拗
長
音
表
記
の
動
揺
」
『
国

　
　
語
国
文
』
五
十
巻
三
号
、
『
文
献
方
言
史
研
究
』
（
一
九
九
八
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ヨ
　
　
ま
エ

　
　
清
文
堂
出
版
）
5
－
7
頁
に
再
録
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
松
政
雄
（
一
九
九
一
）
「
連
声
－
字
音
韻
尾
の
日
本
化
の
過
程

　
　
に
於
け
る
一
」
『
日
本
文
芸
研
究
』
四
三
巻
二
号
、
『
日
本
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
字
音
論
考
』
（
風
間
書
店
、
一
九
九
三
）
9
－
1
頁
に
再
録
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
ヨ

豊
島
正
之
（
一
九
八
四
）
「
「
開
合
」
に
つ
い
て
」
『
国
語
学
』
一

　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
む

　
　
三
六
集
、
5
－
4
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
善
教
（
一
九
六
五
）
「
魚
山
螢
芥
集
成
立
孜
」
密
教
学
密
教

　
　
史
論
文
集
編
集
委
員
会
『
高
野
山
開
創
千
百
五
十
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ご
　
　
の
　

　
　
密
教
学
密
教
史
論
文
集
』
高
野
山
大
学
、
8
－
2
頁
、
『
仏
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
エ
　
　
　
　

　
　
學
論
集
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
六
）
に
再
録

橋
本
進
吉
（
一
九
二
八
）
『
文
禄
元
年
天
草
版
吉
利
支
丹
教
義
の

　
　
研
究
』
東
洋
文
庫

濱
田
敦
（
一
九
五
二
）
「
弘
治
五
年
朝
鮮
板
「
伊
路
波
」
諺
文
対

　
　
音
孜
」
『
国
語
国
文
』
二
一
巻
一
〇
号
、
『
朝
鮮
資
料
に
よ
る

　
　
日
本
語
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
）
7
7
－
9
1
頁
に
再
録
。

樋
野
幸
男
（
二
〇
〇
一
）
「
《
オ
段
長
音
の
開
合
》
研
究
史
抄
」
『
東

　
　
海
学
園
　
言
語
・
文
学
・
文
化
』
六
十
号
、
4
6
－
3
9
頁

柳
田
征
司
（
一
九
九
三
）
『
室
町
時
代
語
を
通
し
て
見
た
日
本
語

　
　
音
韻
史
』
武
蔵
野
書
院

山
本
秀
人
（
一
九
九
五
）
「
妙
法
華
経
音
義
　
一
帖
　
解
説
」
随

　
　
心
院
聖
教
類
綜
合
調
査
団
『
仁
海
僧
正
九
百
五
十
年
御
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

　
　
忌
記
念
　
随
心
院
聖
教
類
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
2
5
－
2
7
頁

付
記
　
声
明
譜
の
原
本
調
査
に
際
し
て
は
、
各
寺
院
、
図
書
館
、
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研
究
室
の
関
係
各
位
に
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
そ

の
ご
厚
情
に
対
し
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（
若
手
研
究
（
B
）
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
准
教
授
）
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